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情報誌の名称の『知・る・く』は、「シルク」の事を「知る」、「シルク」の街を「歩く」という意味が込められており、

３つのフレーズを融合させた造語です。 

「知」の「ﾛ」部分は絹糸をイメージ。同時にシルクの無限大（∞）の可能性も表現しています。「く」の下部には靴を

あしらい、街を歩くイメージと協議会の前進の意味を込めました（足利市商工振興課の杉戸さんによる発案・命名です）。 
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№1 創刊号 



創刊にあたり  

 このたび、平成２２年１月に発足いたしました、「シルクのまち

づくり市区町村協議会」の皆さまの手づくりによる、シルク関連

情報誌を創刊いたしました。ご尽力いただいた全国 25 の自治

体会員をはじめ、国や業界関係者の皆さまには、心から感謝

を申し上げます。 

絹、すなわちシルクは、いうまでもなく、シルクロードに象徴

されるように、悠久の歴史の時代から世界の東西の文化や産

業の交流を牽引してきた人類の尊い宝であり、我が国におい

ても、古くから養蚕、製糸、織物、染色などの過程を通じて、産

業や文化の根幹に関わり、生活や風土に根付き、広く地域の産業や文化を育んでき

ました。 

 現在、シルクを巡っては、関連製品の最終需要の減少、国際環境の変化など厳しい

環境に直面していますが、今後の展望を考える上で、シルクの可能性は広大である

と感じています。繊維産業の素材として、和装に限らず洋装や日用品などの分野にお

いても多くの可能性を有していることや、天然素材であるシルク自体が有する性質や

効能などから、環境、健康、医療の分野でも新たな利用の可能性を秘めています。更

には、地域の産業や歴史文化との関わりからすれば、産業観光や教育などにも活用

され、このように非常に多くの分野の広がりの中で、未来を開いていく可能性や魅力

がたくさんあるのがシルクであります。 

 このような中、国内には、シルクに関するあらゆる情報が存在しますが、それらの情

報を全国の自治体や事業者、また消費者も交えたレベルで共有できる情報媒体は、

残念ながら、これまで存在しませんでした。 

そこで、今後のシルクに関する産業やまちづくりの発展を展望するとき、シルクに

関する国、自治体ならびに川上から川下に至る業界などの魅力的かつ有益な情報を

広く全国の関係者で共有することができれば、様々な連携が多角的に促進されるな

ど、業界や関係地域の発展の上で大変有意義ではないかと考え、この「全国版シル

ク関連総合情報誌」の作成に取り組んだ次第です。 

この情報誌を、シルクに関わる幅広い関係者に定期的にお届けすることで、シルク

に関する全国的な情報発信・共有ネットワークを構築するとともに、自治体、業界団

体ならびに企業間などあらゆる連携のかたちを創出し、シルクに関わる諸課題の解

決、新たな需要の掘り起こし、シルク関連製品の開発ならびにシルクを活用した新た

なまちづくりにつなげてまいりたいと願っています。本誌は生まれたばかりで、まだま

だ成長の途上のものですが、今後とも皆さまの思いとお力をますますお寄せいただき

繊維・ファッションを学ぶ学生の皆さまをはじめ一般の消費者にもお届けできるような

情報誌に、協議会関係者の皆さまとともに成長させていく中で、わが国のシルク産

業・シルク文化の振興と発展を目指してまいります。 

 

平成２３年１月 

  

シルクのまちづくり市区町村協議会  

会長（京丹後市長） 中 山  泰 



情報誌の創刊にあたって 

 

 シルクのまちづくり市区町村協議会情報誌「知るく」の創刊

おめでとうございます。 

 我が国のシルク産業は、繊維産業の中でも長い歴史と伝統

を有し、我が国の社会経済の発展に多大な貢献をしてきた産

業であり、経済産業大臣指定の伝統的工芸品としても最も多くの品目が指定されて

おります。 

しかしながら、最近のシルク産業の状況を日本絹人繊織物工業組合連合会の統計

で見ますと、絹織物の生産量は、平成 12 年を 100 とした場合、平成 21 年には 34 と

1/3 の規模にまで縮小している状況にあります。 

これは偏に呉服・和装品需要の落ち込みによるものであり、矢野経済研究所の調

査によると、きものの市場規模は、平成元年を 100 とした場合、平成 21 年には 23 と

1/4 の規模にまで縮小しております。20～40 歳代の女性の約 9 割はきものの着用経

験があるものの、その約 8 割が何度か着た程度で、きものを着ない理由に、着る機会

がないことなどをあげています。この状況を打開するために、これまでにも絹織物関

係団体、和装関係団体、関係都府県、関係市区町村によって、様々な需要振興策が

行われてきましたが、絹織物の生産量の減少は歯止めがきかない状況になっており

ます。 

そんな中、鶴岡市では、繭を作る際に最初に吐く糸、きびそを活用した取組が行わ

れており、11 月には当省の「産業技術人材育成事業」による映像が完成するなど、海

外販路開拓も視野に入れた積極的な活動をしています。このように従来の絹＝きも

のという先入観にとらわれず、事業者の皆様の創意工夫によるものづくりが活発化す

ることを期待しております。またこれらの事例を各産地で共有することが必要であり、

それができる情報誌「知るく」の創刊は重要なことです。 

このような状況を踏まえ、シルクに関連する産業・市区町村が連携し、シルク産業

の活性化、シルク文化を活用した魅力ある地域づくりなどを目指して本協議会を設立

され、その活動の一つとして、この度情報誌の創刊をされますことは、誠に時宜を得

たものと考えております。 

最後になりましたが、本協議会がますます発展するとともに、国内のシルク産業が

活性化されることを祈念いたしまして私のお祝いの言葉とさせていただきます。 
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経済産業省 製造産業局 繊維課長 富 賢一 



「知・る・く」を通じた地域の発展に期待 

 

 「知・る・く」の創刊、誠におめでとうございます。本情報誌の創

刊に関与された皆様方に深く敬意を表します。 

 さて、我が国の蚕糸業は、養蚕農家の高齢化や生糸価格の低

迷等により減少傾向で推移しています。こうした厳しい状況の下、蚕糸・絹業双方の

持続的発展を図るため、国産繭・生糸の希少性を活かした「純国産絹製品」づくりを

推進し、国産生糸・絹製品のブランド化を図るための事業（蚕糸・絹業提携支援緊急

対策事業）を平成２０年度から実施しているところです。 

 今年は、本事業を開始して３年目の節目の年となっています。長年続けていた養蚕

農家への繭代補てんは今年度で終了し、今年度中までに養蚕農家と絹業に携わって

いる方々が提携グループを形成して頂くこととなっており、提携したグループに対して

は、提携後３年間の支援を行うこととしています。関係者におかれましては、本事業の

趣旨を十分ご理解頂き、有効に活用されることを期待しています。 

 また、昨今は、遺伝子組み換えカイコが実用レベルの段階に入りつつあります。カイ

コはさまざまなタンパク質を効率よく生産することが可能であり、本年１１月には、群

馬県内において農家の方々による組換カイコの飼育が行われるなど、新たな可能性

に向けた取組も行われています。 

 このような状況の中で、シルクに関係する市区町村の方々が一同に会して協議会

を設立され、さらに協議会活動を発展させるために本情報誌を創刊されたことは、誠

に意義深いものがあります。本情報誌を通じて関係者が活発に交流し、シルクに関す

る様々な情報を共有して、シルクの無限大の可能性を追求されることにより、関係す

る皆様の地域が今後ますます発展されることを切に期待します。 
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農林水産省 生産局生産流通振興課 特産農産物対策室長 春日 健二 



№1 創刊号＞＞＞Ｃｏｎｔｅｎｔｓ＞＞＞Ｃｏｎｔｅｎｔｓ＞＞＞Ｃｏｎｔｅｎｔｓ＞＞＞Ｃｏｎｔｅｎｔｓ                                                                                                                

 

●●●●創刊創刊創刊創刊にあたりにあたりにあたりにあたり                                                                                                                                                                                                                                        

シルクのまちづくり市区町村協議会 会長（京丹後市長） 中山 泰 

 

●●●●協議会協議会協議会協議会へのへのへのへの激励激励激励激励                                                                                                                                                                                                                                        

経済産業省製造産業局繊維課長 富 賢一 氏 

農林水産省生産局生産流通振興課 特産農産物対策室長 春日 健二 氏 

 

●●●●会員自治体会員自治体会員自治体会員自治体のののの情報情報情報情報（（（（まちのまちのまちのまちの紹介紹介紹介紹介ややややシルクシルクシルクシルクにににに関関関関わるわるわるわる取取取取りりりり組組組組みなどみなどみなどみなど））））                                                                                                    

（1）山形県鶴岡市 …………………………………………………………… 1 

（2）山形県長井市 …………………………………………………………… 4 

   （3）山形県白鷹町 …………………………………………………………… 6 

（4）福島県川俣町 …………………………………………………………… 8 

（5）茨城県結城市 …………………………………………………………… 10 

（6）栃木県足利市 …………………………………………………………… 12 

（7）群馬県富岡市 …………………………………………………………… 14 

（8）東京都新宿区 …………………………………………………………… 16 

（9）新潟県十日町市 ………………………………………………………… 19 

（10）新潟県小千谷市  ……………………………………………………… 21 

（11）新潟県南魚沼市  ……………………………………………………… 23 

（12）石川県金沢市  ………………………………………………………… 25 

（13）山梨県富士吉田市  …………………………………………………… 27 

（14）山梨県西桂町  ………………………………………………………… 29 

（15）長野県岡谷市  ………………………………………………………… 31 

（16）長野県駒ヶ根市  ……………………………………………………… 33 

（17）滋賀県長浜市  ………………………………………………………… 35 

（18）京都府京都市  ………………………………………………………… 37 

（19）京都府宮津市  ………………………………………………………… 39 

（20）京都府京丹後市  ……………………………………………………… 41  

（21）京都府与謝野町  ……………………………………………………… 45 

（22）愛媛県西予市  ………………………………………………………… 49 

（23）鹿児島県鹿児島市  …………………………………………………… 51 

（24）鹿児島県奄美市  ……………………………………………………… 53 

（25）鹿児島県龍郷町  ……………………………………………………… 55 

 

《《《《参考資料参考資料参考資料参考資料》》》》                                                                                                                                                                                            

 1．シルクのまちづくり市区町村協議会・構成員一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57 

 2．シルクのまちづくり市区町村協議会・設立趣旨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58 

 3．平成 22 年度 シルクのまちづくり市区町村協議会・事業計画 ・・・・・・・・・・・・・・ 59 

 4．シルクのまちづくり市区町村協議会規約 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 60 



⑴面積 1,311.49㎢ （平17.10.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

　この絹産業から生まれた技術は後に農業機械の分野に引き継がれ、現在の本市
製造業の基盤となっております。
　昭和40年代に入ると、化学繊維への移行や海外製品の影響を受け輸出は減少し
ていきますが、捺染技術の導入によりスカーフの生産地として変貌を遂げました。
　近年は消費の低迷により厳しい状況が続いておりますが、地域内に養蚕・製糸・製
織・精練・捺染という絹製品を作る一連の体制と技術を有する特長を活かし、新たな
製品の開発と需要喚起に取り組んでおります。
　具体的には、今まであまり活用されていない製糸工程で産出される”ｋｉｂｉｓｏ”を用
いた製品開発と販路開拓を、国の地域産業資源活用プログラムの支援を受けながら
行っております。

35国調 12国調 17国調 平21.3.31住基
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　鶴岡の絹産業は、明治維新後の新政府が殖
産興業政策を進めるなか、旧庄内藩が国益に
つながる事業を興すことを目的に、旧藩士約
3,000人で松ヶ岡地区の開墾事業を行ったこと
から始まります。
　明治30年代には、地元の発明家である齋藤
外市が電力を用いた自動織機を発明したこと
により広幅の羽二重や繻子の生産は盛隆を
極め、これらは洋装用の生地として盛んに輸
出され、絹産業は地域の基幹産業となりまし
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平17.10.1合併（市制施行）
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　朝日村　温海町
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荘内日報 2010 年（平成 22 年） 08 月 25 日（水）付け紙面より 

「「「「命命命命からからからから生生生生まれるまれるまれるまれる糸糸糸糸」」」」実感実感実感実感    若手若手若手若手デザイナーデザイナーデザイナーデザイナーらららら語語語語りりりり合合合合うううう    

 「絹とデザインクリエーション」をテーマにしたファッショントークが 23 日、鶴岡市の料亭・新茶屋

で開かれ、日本を代表する若手デザイナーたちが「鶴岡シルク」の生産現場を見た感想などを基

にトークを行い、「シルクは、蚕という生き物の命から生まれる糸だということを実感した。この感

動と絹が生産される背景を若い人たちにも伝えていきたい」といった意見が相次いだ。 

 蚕が繭を作るときに最初にはき出す糸のキビソに焦点を当てた「キビソ・プロジェクト」を展開す

る、鶴岡織物工業協同組合（田中尹理事長）が主催した。同プロジェクトの総合プロデューサー

で日本ファッションプロダクト協会代表の岡田茂樹さんがトークの企画に携わり、2 年前に続いて

2 回目の開催。 

 シルク製品を製造する一連の工程が残る鶴岡に気鋭のデザイナーを迎え、鶴岡シルクから創

作のイメージを膨らませてもらおうというもの。今回も 23、24 の 2 日間で、同組合を構成する松岡

（酒田市）、羽前絹練（鶴岡市）、芳村捺染（同）、東福産業（同）の各企業と、養蚕の歴史を伝え

る松ケ岡開墾場などを視察した。 

 訪れたのは、坂部三樹郎、高橋理子、玉井健太郎、ギリシャ人のミハイル・ギニスの 4 氏で、国

内外で活躍するデザイナーたち。岡田さんをコーディネーターにトークが行われ、東京造形大の

学生や鶴岡中央高の生徒、市民ら約 100 人が参加した。 

 ミラノコレクションにも招かれている坂部さんは「シルクは生き物が作っている、自然からできて

いる繊維ということをあらためて実感した。Ｔシャツやジーンズなどで、ストリート系の若い人たち

にも素材の良さを知ってもらえるのではないか」、着物や浴衣など「和のものづくり」で注目されて

いる高橋さんは「蚕の命で作られる製糸の現場を見て、涙が出そうなくらい感激、感動した。この

感動を多くの人に伝えるとともに、蚕の命を無駄にすることなく素材を使いたい」と述べた。 

 ワコールのデザイナーとして活躍する玉井さんは「古いものとモダンなものがうまく溶け合って

いる鶴岡ならば、いいものができると思う。ルームウエアなどで素材の価値を広めたい」、日本の

素材に強く引かれるというミハイルさんは「リラックスした雰囲気を出していけば、シルクは若い

人にも受け入れられる」と提案した。 

 シルクに対するデザイナーたちの思い

を引き出す役割を務めた岡田さんは「声

を掛けたデザイナー4 人とも、鶴岡に行っ

てみたいと今回の出席を快諾してくれた。

そうした魅力がここにある。人と人とがつ

ながり、ものづくりの輪が鶴岡の地で広

がればと思う」と、今回のファッショントー

クとデザイナーたちによる視察の意義を

強調した。  

トピックスⅠ （産地の動き） 



 3 

 

 

荘内日報 2010 年（平成 22 年） 11 月 02 日（火）付け紙面より 

「「「「女子高生女子高生女子高生女子高生のののの感覚感覚感覚感覚」」」」でででで提案提案提案提案    鶴岡中央鶴岡中央鶴岡中央鶴岡中央「「「「シルクガールズシルクガールズシルクガールズシルクガールズ・・・・コレクションコレクションコレクションコレクション」」」」    

 鶴岡中央高の総合学科被服系で学ぶ生徒たちが「鶴岡シルク」をテーマに制作したドレスなど

を発表するファッションショー「シルクガールズコレクション」が 30 日夜、鶴岡市の鶴岡アートフ

ォーラムで開かれ、大勢の観客に、「女子高生の感覚」で制作した鶴岡シルクの新たなファッショ

ンを提案した。 

 同校が鶴岡織物工業協同組合と連携して本年度に取り組む「シルクガールズプロジェクト」

の集大成としてショーを企画。被服系の 2、3 年生 25 人が鶴岡シルクの布地を使い、約 1 カ月で

ウエディングドレスやカクテルドレス、ワンピースなど 40 着を制作。企画、運営、モデル、制作と

すべて生徒が担当してショーを開いた。 

 ショーは 2 回行われ、草木染めで作ったスカーフ約 100 枚でステージを飾り、合わせて約 220

人が訪れた。草木染めの淡い色のスカーフとドレスの組み合わせ、鮮やかな色の布地に寄せた

ドレープ使い、シルクの優雅さを生かした落ち着いた色合いのドレス、純白のウエディングドレス

と 4 部構成のショーが繰り広げられ、会場のあちらこちらから「かわいい」の声も飛び交った。フィ

ナーレではモデル全員が手拍子に包まれて登場し、アップテンポの音楽とともにひとときの華や

かなパーティー会場を演出した。 

 コレクション総合運営責任者の 3 年の佐藤琴美さん（17）は「私たちなりの感性で、身近なシル

クファッションを提案したいと、みんなで頑張ってきた。会場から自然と拍手が沸いたときは、感

動して涙が出そうだった。今回は中間発表ですが、出来は 100 点です。12 月の成果発表ではそ

の上を目指します」と話した。 

 プロジェクトは、地域を元気にしようと、伝統ある産業で絹文化を伝える「鶴岡シルク」に着目し、

市民にもアピールしようと取り組む。シルク関連企業を回って学習する「鶴岡シルクロードツア

ー」などを行いながら進めてきた。  

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    鶴岡市商工課鶴岡市商工課鶴岡市商工課鶴岡市商工課    ℡℡℡℡：：：：0235023502350235----25252525----2112211221122112 

トピックスⅡ （産地の動き） 



⑴面積 214.69㎢（平21.4.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

6,768人 1,451人

15,889人

3
次 35.0%

広く愛用されるようになりました。昭和51年に
は、長井紬を含む置賜地域で生産されている
置賜紬が伝統工芸品に指定され、長井紬で
作った名刺入れや、着物を作る際に出る余り
生地で作られたしおりやポーチなども人気で、
昔ながらの技法を活かして新たな商品開発に
も積極的に取り組んでいます。

2
次

平22.3.31住基
7,342 9,347 9,481

　長井紬は、天正年間から養蚕の盛んだった
この地に、今から約230年前に上杉鷹山公が
産業振興策として、越後から織物の技術を導
入したのが始まりとされています。
当時は農家の副業として広まり、その後多く
の人々の努力や熱意によって、緯総絣
(よこそうすがり)と併用絣(へいようすがり)とい
う長井紬独特の技法が生まれ、現在まで守
り継がれてきました。以来その素朴な味わい
と着れば着るほどに体になじむ丈夫な品質で

9,646 6,425人
17国調35国調

27.4%

18,181人

就業人口

7,983人
50.2%

5,042人
27.7% 40.4%

1
次

17国調
区
分

昭29.11　市制施行
　長井町　長井村　西根村　平野村
豊田村　　伊佐沢村

6,365人

9.1%

45国調
就業人口

37.3%

65歳以上人口比率（17国調）

12国調

31,987 30,929 29,53836,221
35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基

　　　　概要概要概要概要

山形県長井市ままの上5番1号
〒993-8601☎0238-84-2111
http://www.city.nagai.yamagata.jp/山形県長井市

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情

▲　長井紬で作られた商品
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【紬生地に絵を描いてテーブルクロスに】 

 

山形県長井市では、市内１３の織物関係者が長井紬織物工業協同組合を組織

し、連携を図りながら長井紬の認知度の向上、新たな魅力の創出に取り組んで

います。 

今年度は、県からの委託事業として、『地域伝統工芸担い手人材育成事業』と

して研修受講者を受け入れ、長井紬の織りや染めの技術を修得する人材育成事

業を行っています。 

後継者不足が懸念されるなか、同組合では２名の研修生を受け入れ、長井紬

の歴史や技術を学び、また実際に事業者へ赴き、織り技法の習得を行い次世代

の担い手育成にも取り組んでいます。 

また、その傍らで組合員の方々と協力しながら、新商品の提案にも力を入れて

います。冒頭の写真は、組合員の方のアドバイスをもらい研修生が絵をあしら

ったテーブルクロス作りを行うなど、組合員の技術と研修生の発想力が融合し

て、アイディア創出から新たな商品開発に

向けて取り組んでいます。 

右の写真は提案された商品の数々で、 

コースターやストラップなど紬を身近に 

感じてもらえるような商品作りを行い、 

新たな魅力を創出し、さらには長井紬へ 

の関心を持ってもらおうと取り組みがな 

されています。 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    長井市商工観光課長井市商工観光課長井市商工観光課長井市商工観光課    ℡℡℡℡：：：：0238023802380238----84848484----2111211121112111（（（（内線内線内線内線 611611611611）））） 

産地の取り組み紹介 



⑴面積 157.74㎢ （平21.4.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

29.9%
22,245 17,149 16,331 15,810
65歳以上人口比率（17国調）

40国調 12国調 17国調 平22.3.31住基

40国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
4,628 4,538 4,499 4,683

区
分
1
次

3
次

2
次

就業人口
17国調

就業人口
45国調

1,082人
13.2%
3,364人
40.8%

6,552人
58.4%
2,149人
19.2%

　この技法は数ミリの溝が何本も彫られた一対の絣板に絣糸を巻き、何枚も重
ねて強く締め付けて染料をかける通称”ぶっかけ染め”と呼ばれる染色技法で
す。さらに経糸と緯糸をひと機ずつ紋様を合わせることで蚊絣、十文字、亀甲な
どの小さな小さな紋様が織られていきます。白鷹紬には、板締めの折り返しの部
分が仕上がった反物の端にループ状の耳として残っていることが白鷹紬ならで
はの形状的な特徴となっています。
本場米琉（白鷹板締小絣）は平成１９年１２月山形県無形文化財（無形第２号）に
指定されており、白鷹町内の織元２軒で織られています。
白鷹町には蚕桑（こぐわ）という地名が残っている程、養蚕が盛んな土地柄でし
たが、現在は養蚕農家も２戸ほどとなりました。蚕桑小学校では、養蚕が盛んで
あったという地域の歴史を少しでも伝えていこうと、総合学習の一環として３年生
が蚕の飼育をしています。地域の養蚕に関わってきた方々からの指導を受けな
がら、卵から幼虫、そして繭を作るまでを観察しています。この子ども達に、養蚕
から織物まで、手技や技術を伝承していくことがとても大切であると痛感していま
す。

▲本場米琉白鷹板締小絣

　
　　絣の技術・文化はシルクロードを経て琉
球絣、大島紬、結城紬、塩沢紬と徐々に北
上してきた歴史を持っています。
　それが白鷹町にも伝わり、より細やかな絣
紋様と生産効率との接点を求めてきた結
果、技術的に難しいとされる「板締めによる
絣糸の染付け技法」に取り組まれるようにな
りました。そして、絣の北上も白鷹でとまった
のです。これが北限の絣と呼ばれる所以と
なっています。

22.4%
11,216人

昭和29.10.1合併（蚕桑村　鮎貝村　荒砥
町　十王村　鷹山村　東根村）
昭30年一部編入（朝日町の一部　針生）

2,515人 3,792人
46.0%
8,238人

　　　　概要概要概要概要

山形県白鷹町大字荒砥甲833
〒992-0892☎0238-85-2111
http://www.town.shirataka.yamagata.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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白鷹紬白鷹紬白鷹紬白鷹紬のののの特長特長特長特長はははは、、、、何何何何といってもといってもといってもといっても板締板締板締板締めめめめ    

 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イタヤカエデの絣板に溝を彫る）     （溝を刻まれた絣板） 

白鷹紬は板締めによる染色技法に特徴があります。織物の仕上がりのカギを

握っている大切な絣板は、約 3ミリの厚さの経絣板と約 10ミリの緯絣板があり、

これを重ね合わせて、ボルトで締め付けて染料をかけます。沸騰した染液をか

けても伸び縮みしないよう、細心の注意と熟練の技で忍耐強く彫り上げられま

す。この技術を伝えていくために、平成 21 年から 22 年にかけて板大工の後継

者育成を行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イタヤカエデの板を煮る）      （板合わせも注意が必要です） 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    白鷹町産業振興課白鷹町産業振興課白鷹町産業振興課白鷹町産業振興課    ℡℡℡℡：：：：0238023802380238----85858585----2111211121112111（（（（内線内線内線内線 256256256256）））） 

産地の取り組み紹介 



（５）産業構造

（３）世帯数

（４）沿革
２５．６％

４２．８％

まのおりもの展」を東京で開催するとともに、国内外の各種展示会にも積極的に参
加し、需要増進に取り組んでいます。
　特に、４匁以下の軽目羽二重は、国内唯一の産地として様々な分野において使用
されてまいりましたが、現在は、羽二重に加え、産地の特徴である「薄手織物」の
技術を生かし、薄手を中心としたストール・マフラー素材、他繊維との交織による
洋装素材、先染めによるブライダル・フォーマル素材等を中心に生産しています。

　川俣町の絹織物は、江戸期には生糸
・羽二重の市が定期的に立つようにな
り、明治期に入るとバッタン機を導入
し、輸出ブームの中、機械化による大
量生産により、川俣羽二重は一躍一世
を風靡しました。
　主に、和装裏地（羽二重）、スカー
フ地の産地として発展してまいりまし
たが、和装離れ、ファッションの変化
によるスカーフ需要の減少等、産地を
取り巻く環境の著しい変化に対応すべ
く、新商品の開発と新たな販路の開拓
を図るため、昭和５６年より「ふくし

３
次

３，２３３人 ３，６９２人

計

４，９０２ ５，３０６

１７国調２５，９８３ １７，７５１ １７，０３４ １６，３１７

１７国調 平２１．３．３１住基 ５，１５６人 ３，５３２人２
次５，３５０ ５，６５５

１
次

４，２４６人 １，００７人
３３．６％

（１）面積　１２７．６６ｋ㎡（平成２１．１０．１）

３５国調 １２国調 １７国調 平２１．３．３１住基

（２）人口
区
分

就業人口 就業人口
４５国調

１２，６３９人 ８，２４８人

２９．０％６５歳以上人口比率（１７国調）

３５国調 １２国調

昭和３０年３月１日合併
　川俣町　富田村　福田村　小島村　飯坂村
　小綱木村　大綱木村　山木屋村

４４．８％

１２．２％

４０．８％

　　　　概要概要概要概要

福島県伊達郡川俣町字五百田３０
〒９６０-１４９２☎０２４-５６６-２１１１
http://www.town.kawamata.lg.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情

　ふくしまのおりもの展２０１１
　　　　　　◇と　き　平成２３年２月１７日（木）ＡＭ１１：００～ＰＭ５：００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８日（金）ＡＭ１０：００～ＰＭ５：００
　　　　　　◇ところ　東京都港区「青山ベルコモンズ」
　　　　　　◇主　催　福島県絹人繊織物構造改善工業組合
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【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】　】　】　】　川俣町産業課川俣町産業課川俣町産業課川俣町産業課　　　　℡℡℡℡：：：：024024024024----566566566566----2111211121112111（（（（代表代表代表代表））））

「かわまたおりもの展示館」・「からりこ館」の紹介

　本町には、伝統産業である養蚕や絹織物に関する資料を展示する「かわまたおりも
の展示館」、手織りや草木染めの手作り体験ができる「からりこ館」があります。
今回はその紹介をいたします。

　＜企画展示室＞
　　　年４回～５回の企画展を開催しています。
　　◇春～夏：福島県織物同業会が、東京で毎年開催している「ふくしまのおりもの展」の展
　　　　示品から最新技術を駆使した特殊加工生地や選りすぐりの試作品や商品を展示します。
　　◇夏～秋：夏衣裳展、万(まい)祝(わい)展、芝居衣裳展、全国織物見本資料展などを開
　　　　催しています。
　　◇秋～冬：その年の流行を先取りしたスカーフやショール、スカーフの様々な結び方、コ
　　　　ーディネートの工夫などを展示、紹介しています。
　　◇冬～春：町内外のみなさまからご提供いただいた、天児(あまがつ)、這子(ほうこ)、寛永
　　　　びな、享保びな、古今びな、ひな道具などを多数展示します。
□体験内容
　　◇コースター手織り体験：約３０分で、あなただけオリジナルコースターを織ることがで
　　　　きます。体験料は、一般・大学生は500円、高校生以下は300円です。
　　◇毎月１回、館主催の草木染め体験教室や手織り体験教室を開催しています。
　　　またご予約いただければ、下記の体験も可能ですので、ご相談ください。
　　◇草木染め体験：カモミール、マリーゴールド、藍(あい)、ススキ、梅、桜など
　　　季節の草木でシルクのスカーフやポケットチーフを染めることができます。茜
　　　草(あかね)、蘇芳(すおう)、槐樹(えんじゅ)、山掦(やまもも)などは通年で染
　　　めることが可能です。
　

かわまたおりもの展示館　外観

□展示内容
　＜常設展示室＞
　　◇養蚕：種紙(たねがみ)、飼育用具上蔟(じょ
　　　　うぞく)用具などを展示しています。
　　◇歴史：個々の家での家内制手工業による
　　　　絹織物から力織機導入に伴う工場生産、更
　　　　に現代へとつながる歴史を写真と資料で紹
　　　　介しています。
　　◇晴れ着：　お宮参り、七五三、婚礼衣裳
　　　　や、季節に応じた様々な衣裳を展示してい
　　　　ます。
　　◇繭から織へ：繭から織までの工程を分かり

　　　　やすく紹介するため、糸取機綛揚機(かせあげき)、高機(たかはた)などの道具を
　　　　展示しています。

◇手織り体験：マフラー（絹、木綿、毛糸）、テーブル
　センター（絹、木綿）、タペストリー（麻、木綿）など、
　ご希望にあわせて手織り体験をすることができます。

所在地：〒９６０－１４０６
　　　　　　福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東13-4
電　話：０２４－５６５－４８８９（ＦＡＸ兼用）
開　館：午前９：００～午後５時（最終入館午後４：３０）
休館日：毎週月曜日（祝日・振替休日の場合は、
　　　　　その翌日）

からりこ館での手織り体験の様子
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⑴面積 65.84㎢ （平21.10.1）

⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

35国調 12国調 17国調 平22.11.1現在

7,187 15,835 16,589

38,060 52,774 52,460

65歳以上人口比率（17国調）

35国調 12国調 17国調

18,100

区
分

1
次

3
次

2
次

19.8%

平22.11.1現在

52,188 就業人口

17国調

就業人口

45国調

2,411人

8.8%

10,383人

37.9%

7,975人

37.9%

6,671人

31.7%

　近年の消費の低迷や，着物離れによ

る売り上げの減少が続き，産地として

も大きな打撃を受けている状況です

が，平成２１年度より，着物を着る機

会の増加と，結城紬の良さを再認識し

ていただくために，「きものを着て結

城の街並み散策事業」を実施し，多く

の方に楽しんでいただきました。今後

も，この様な施策を取り入れ活性化に

向けて取り組んで行きます。

　遠く古代，崇神天皇の御代，三野（美濃）の国から多屋命という人が茨城県の久慈

郡に移り住み，そこで織物を始めました。その織物は長幡部絁と呼ばれ，結城地方に

伝わり，結城紬となりました。結城氏が北関東で勢力を伸ばしていた室町時代には

「常陸紬」と言われ，室町幕府及び鎌倉管領に献上され，全国的に著名な物産となっ

ていました。江戸時代にこの地を治めた幕府の代官・伊奈備前守忠次は，結城紬の振

興・改良に努め，「結城縞紬」の名が全国に知られるようになりました。当時の百科

事典と言われる『和漢三才図絵』に，最上品の紬として紹介されているほどです。

30.4%

21,043人

昭28.9.1合併（市制施行）
　結城町　絹川村　上山川村　山川村　江川村

6,397人 14,619人

53.3%

27,413人

　　　　概要概要概要概要

結城市結城1447
〒307-8501☎0296-32-1111
http://www.city.yuki.lg.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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結城市では，平成 21 年度より「本場結城紬」の魅力を発信するイベントとし

て「きものを着て結城の街並み散策」事業を新たにたちあげました。

参加者は思い思いの着物を着て，ま

た，希望者には有料により本場結城紬

の着物を貸出し，結城市観光ボランテ

ィアガイド協会の案内により結城の街

並みを散策します。着物文化の素晴ら

しさや紬の着心地の良さを肌で感じて

いただくとともに, 「歴史と伝統の街

ゆうき」を実感できるイベントです。  

ガイドの案内により街並みを散策 

今年はイベント名称を「きもの day 結城」と改め，11 月 13・14 日，紬を着る

のにちょうど良い時期の開催としました。さらに, 北部市街地の街の賑わいをよ

り演出するため新たな催しも追加し，結城紬を楽しめる盛りだくさんの内容とな

りました。 

なかでも今回初めてお呼びした，エッセイストでイラストレーターである「き

くちいま」さんによる講演は，「結城紬をとことん楽しむ」と題して，参加者

200 名に加え市内外からお越しいただいた多くの方々に楽しんでいただけました。 

また，11 月にユネスコ登録が予定されていた「重要無形文化財本場結城紬」

の展示を行い，イベントに参加していただいた方以外にも，結城紬の魅力を間近

で見てもらえる機会を設けました。（11 月 16 日付で登録となりました）

この他，人力車の乗車会及び撮影会，「結城の民話」お話会，桐製品の展示・

実演など，着物で楽しめる結城ならではのイベントを盛り込みました。 

抽選会の会場となった結城市民情報センターでは，「結城紬ウィーク」が開催

されました。結城紬の蔵ざらい市やデザインコンクール，作品展に加え，本場結

城紬の体験フェアも行われ，「きもの day 結城」参加者の多くも訪れました。 

 

  
紬糸を利用した｢きもの day 結城｣参加賞 

 

イベント申込者には参加賞として，

結城紬の織り終わりに残る経糸（たて

いと）である「きりすね」と桐材で作

成したストラップを配布しました。 

着物文化から人々の意識が離れつつ

ある今，こうしたイベントをとおして，

少しでも多くの方に結城紬の良さを知

ってもらい，まさに「シルクのまちづ

くり」として，今後のシルク関連産業

と観光の発展につながればと思います。

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    結城市商工観光課結城市商工観光課結城市商工観光課結城市商工観光課    ℡℡℡℡：：：：0296029602960296----34343434----0421042104210421    

きものを着て結城の街並み散策 きものきものきものきもの    day 結結結結    城城城城    



⑴面積 （平元.11）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

177.82㎢

35国調 12国調 17国調

163,140 159,756
65歳以上人口比率（17国調）

平22.8.31住基

35国調 12国調 17国調 平22.8.31住基

21.7%
146,209 154,637

3
次

2
次

21,954 57,318 58,888 60,250

就業人口
17国調

就業人口
45国調

区
分
1
次

11,401人
14.5%
42,244人
53.8%

1,873人
2.4%
32,223人
40.4%

話があることからも、足利とシルクは深い関係にあったことが窺えます。
　また、大正・昭和初期にかけては「足利銘仙」が気軽なおしゃれ着物として日本
中を席巻し、隆盛を極めました。その後、時代の変遷とともにトリコット産業が発
展し、生産額で北関東最高額を記録するなど一大繊維産地となり、現在におい
ても、繊維産業は本市基幹産業の一つとなっています。
　足利銘仙の生産などで培った技術は、伝統的な踊り衣装や新たなシルク製品
の製造・開発に活かされており、現代へと受け継がれています。

▲足利銘仙

　
　　足利市は栃木県南西部に位置しており、
まちの中央を流れる渡良瀬川や織姫山など
の豊かな自然と、日本最古の学校と言われ
ている「足利学校」や「鑁阿寺（ばんな寺）」
に代表される多くの文化遺産に恵まれた
「歴史と文化と花のまち」であり、古くから織
物のまちとして栄えてきました。
　繊維の歴史を顧みると、奈良時代に朝廷
へ絹織物を献上した事や平安時代に東大
寺へ織物を納めた記録があり、「徒然草」第
216段にも足利の染物を心待ちにしている

31.6%
78,518人

大10.1.1　（市制施行）
その後、７回の合併を経て現在に至る

24,828人 45,118人
56.6%
79,692人

　　　　概要概要概要概要

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情

足利市本城3丁目2145
〒326-8601☎0284-20-2222
http://www.city.ashikaga.tochigi.jp栃木県足利市栃木県足利市栃木県足利市栃木県足利市
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    足足足足利伝統工芸品振興協議会利伝統工芸品振興協議会利伝統工芸品振興協議会利伝統工芸品振興協議会        

 足利市では、栃木県認定の伝統工芸士が「足利伝統工芸品振興協議会」を組

織しています。伝統技法の承継や、市内の施設やイベントでの販売、姉妹都市

である神奈川県鎌倉市での共同展示販売などに取り組み、広くＰＲ活動を行っ

ています。 

中でも好評を博しているのが「足利繊維まつり」で開催している手染め体験

です。シルクのスカーフを草花や樹木から煮出した染料に浸し、世界に一つだ

けの作品を染め上げます。毎回多くの方々に参加いただき、足利の繊維製品と

伝統工芸の魅力を伝えています。 

 

○第３４回 足利繊維まつり 

日 時：平成２２年１２月３日（金）～４日（土） 

両日とも午前１０時～午後４時まで 

場 所：足利市民会館（足利市有楽町８３７） 

内 容：繊維製品の展示・即売、デザイン展、手染め体験など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 親子で楽しむことが出来る「手染め体験」コーナー 

    

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    足利市商工振興課足利市商工振興課足利市商工振興課足利市商工振興課    ℡℡℡℡：：：：0284028402840284----20202020----2157215721572157    

産地の取り組み紹介 



⑴面積 122.90㎢（平18.3.27）

⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

　富岡市には、富岡製糸場という明治５年
(1872年)、明治政府が日本の近代化 のた
めに最初に建設 した官営模範器械製糸場
がほぼ設立当初の姿で現存しており、世界
遺産登録に向けての推進活動を展開してお
ります。世界遺産登録を目指すにあたり、養
蚕農家、桑園の景観まで含めた「生きた」シ
ステムの育成・保護について取り組むこと
が、世界遺産登録を目指す私たちに課せら
れた責務だと考えています。
　このような中で、平成20年5月7日に「富岡シルクブランド協議会」を設立いたし
ました。蚕糸・絹業の関係者でグループを形成し、高付加価値の絹製品を開発し
て、販売に取り組んでいます。具体的な取り組みとして、スカーフの原型を発案し
た横浜発祥の老舗絹製品メーカー「椎野正兵衛商店」との共同で、シルクスカー
フを製作いたしました。養蚕農家が丹精込めて育てた繭を碓氷製糸農業協同組
合で生糸にし、撚糸、白生地を経て、同商店でデザイン、捺染、縫製を行いまし
た。製品を見た養蚕農家の笑顔が、このシステムの目的なのではないかと思い
ます。富岡製糸場においては、「良質の糸をひく」という、ものづくりに対する真摯
な精神が脈々と引き継がれてきました。このような経緯から、かつての“ものづく
り”の場から、これからの“ものづくり”の場へというテーマのもと、「富岡ブランド」
の確立に向けて、更なる飛躍を目指していきます。

平18.3.27合併（市制施行）
　富岡市、妙義町

3
次

8,472人 13,914人
29.6% 50.5%

28,669人 27,530人

9,974 17,130 18,026 19,279 2
次

9,753人 11,060人
34.0% 40.2%

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
1
次

10,444 人 2,556 人
36.4% 9.3%

65歳以上人口比率（17国調） 23.6% 45国調 17国調
区
分

就業人口 就業人口
平22.3.31住基

50,971 54,401 53,765
35国調 12国調 17国調

53,244

　　　　概要概要概要概要

群馬県富岡市富岡１４６０－1
〒370-2392☎0274-62-1511
http://www.city.tomioka.lg.jp/

群馬県富岡市群馬県富岡市群馬県富岡市群馬県富岡市

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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（2010春繭の荷受け：富岡製糸場乾燥場前） 

 

 平成２０年５月７日より富岡シルクブランド協議会が発足し、平成２０年６月

１６日富岡製糸場での荷受けがおよそ４０年ぶりに復活となった瞬間でした。

当協議会の副会長でもある金井一男さんを始めとする養蚕農家の皆さんには、

富岡製糸場という慣れない場所での荷受け作業に多大なるご尽力をいただきま

した。おかげ様で来場していた観光客の方々の中には、初めて目にする大量の

繭に感嘆の表情を見せたり、養蚕農家の方たちと楽しく談笑したりと、その時

を共有したみんなが輝いたひとときを過ごすことができました。近年の猛暑や、

春の凍霜害など、養蚕における環境は大変厳しいですが、繭を袋から出す際の

心地よい音と、繭の白い光沢を見るとその苦労も報われるそうです。 

平成２０年度は春繭と晩秋繭合わせて 5,9t、平成２１年度は全蚕期 6,4t、平

成２２年度は同じく全蚕期 6.2 tを協議会で収納しました。荷受けは、午前９時

頃からおよそ１時間半かけて行われ、見学も可能です。ぜひ富岡製糸場まで足

をお運びいただきたいと思います。皆様のご来場を養蚕農家と共にお待ちして

おります。 

この荷受けが毎年続けられる様に、養蚕農家の方々が丹精込めて育てた繭で

きちんとしたものづくりをし、持続可能な取り組みとして当協議会の展開を目

指していきたいと思います。 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    富岡市世界遺産推進課富岡市世界遺産推進課富岡市世界遺産推進課富岡市世界遺産推進課    ℡℡℡℡：：：：0274027402740274----64646464----0005000500050005 

産地の取り組み紹介 



⑴面積 18.23K㎡
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

昭和22年3月15日に
四谷区、牛込区、淀橋区が統合

3
次

2
次

99,020

469,373
17.1

区
分
1
次

12国調(人、％) 17国調(人、％)
昼間就業人口 昼間就業人口

194 127
0 0平22.11.１住基

140,393 154,687 173,560 171,378

７国調 12国調 17国調 平22.11.１外国人含

18.1%

染色業
新宿区の染色業は大正の中頃、染色業
者が神田川の清流に集まり、染色工場を
新設し、多くの染色関連の技術者が集積
し、東京で一番の産地となりました。第二
次世界大戦後、第１次キモノブームが訪
れ、銀座ファッションに影響を受けたモダ
ンで粋な柄の東京の染は、日本の３大産
地(京都・金沢・東京)の１つといわれるよ
うになりました。
平成元年に２００を越えた事業所数は現
在、　１００程度となっています。その業種
は、洗張、小紋、刺繍、浸染、染色補正、
紋章上絵、門糊、精錬色抜、浴衣手拭、
引染、模様(手描友禅)、湯のし整理があ
ります。これらの事業所と新宿区が、新
宿区染色協議会を組織し、業界のPR,振
興を図っています。

279,048 286,726 305,716 319,511
65歳以上人口比率（17国調）

７国調 12国調 17国調

538,949580,646

71,336
13.2

453,270
80.8 84.1

　　　　概要概要概要概要

東京都新宿区西新宿６－８－２
〒182-0023☎ 03-3344-0701
http://www.city.shinjuku.lg.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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「「「「染染染染のののの王国王国王国王国････新宿新宿新宿新宿」」」」展示会展示会展示会展示会」」」」    

            ｉｎｉｎｉｎｉｎ新宿文化新宿文化新宿文化新宿文化センターセンターセンターセンター    

 

産業振興課が実施する「新宿文化ロ

ード」事業のなかで、新宿区染色協

議会が染色展、染色体験イベントを

実施している。 

新宿区では、このように染色協議会

等が実施するＰＲ活動等に対し、補

助金を交付し助成を行っています。 

新宿文化ロード２０１０ ちらし 

 

新宿文化ロード２０１０とは 
 

文化、観光の振興のため新宿区

に誘致してきた事業者、学校な

どの連携を軸に、新宿の文化と

産業の融合するしくみづくりや産

業の活性化をめざし、平成 20 年

度より実施している事業 

  

 

都内百貨店 

 での様子 
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 その他の助成対象となる事業と

しては、毎年 10月に区主催の区民

向けまつり「ふれあいフェスタ」

に併せて、フェスタの会場となる

公園内にあるスポーツセンターで

行われる展示会があります。 

 

 また、新宿ものづくりマイスタ

ー認定事業を実施し、染色業やそ

の他のものづくり産業(楽器製造、      2010.11 月 ビジネス交流会の様子 

印刷･製本関連業など)も含め、優

れた技術者を「技の名匠」として

認定し、区内で行われるビジネス

交流会を情報提供し、出展を促し、

新たなビジネスチャンスを作る

機会として支援しています。 

 

 

 

 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    新宿区産業振興課新宿区産業振興課新宿区産業振興課新宿区産業振興課    ℡℡℡℡：：：：03030303----3344334433443344----0000701701701701 



十日町市千歳町３－３
〒948-8501☎025-757-3111
http://www.city.tokamachi.ｌｇ.jp/

（１）面積　　589.92㎢　（H21.10.1）
（２）人口 （人） （５）産業構造

12国調 17国調 区 就業人口就業人口
65,033 62,058 分 ４５国調 １７国調

1 9,864人 4,642人
（３）世帯数 次 24.3% 14.0%

12国調 17国調 2 1,127人 11,567人
19,348 19,207 次 29.9% 34.9%

（４）沿革 3 18,531人 16,929人
H１７．４．１合併 次 45.7% 51.1%
十日町市、川西町、中里村、松代町、松之山町 計 40,522人 33,138人

　十日町地方における織物の歴史は、今からおよそ
1500年ほどの昔、飛鳥・天平時代に農家の副業とし
て、苧麻（からむし）を原料とする麻布が織られていま
した。その後、技術的な改良が加えられ、「越後縮」
となり、この技術を引き継ぎ、今から約170年前（文政
年間）、麻から絹へ素材の転換を遂げ今日に至って
います。19世紀の中ごろ、独特の絣模様を織り出し
た「十日町絣」、大正末期には、「明石ちぢみ」を完成
し、現在は国の伝統的工芸品に指定されています。
　戦後、「十日町小絣」「マジョリカお召」といった新商
品を開発し、飛躍的な成長を示してきました。昭和30
年代後半からPTAルックと呼ばれる黒羽織をはじめ、
振袖、訪問着、留袖などフォーマル着の市場にも参
入し、工場制一貫生産というシステムを確立しました。
　このようにして伝統的な織りの技術と染めの技術を
併せ持つ、きものの総合産地へと発展してきました。
　昭和50年代に入り、和装需要全体が低迷基調とな
り、また、昨年来の経済不況により大変厳しい状況が
続いています。このような現状を打破するため、産地
自ら解決しなければならない課題が多くありますが、
織物業界、行政、地域が連携し産地振興を図ってい
きたいと考えています。

35国調 H22.3.31住基
18,035 20,020

新潟県十日町市

65歳以上人口比率（17国調）

35国調
96,580

H22.3.31住基
60,418
29.6%

　　　　概要概要概要概要

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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雪深いきものの里・十日町に春の訪れ告げる「十日町きものフェスタ」 
         

平成 23年 4月 15日 「全国きものサミット」を併催 
 

雪深い着物の里・十日町産地での最大のイベントとして十日町織物工業協同組合主催

で十日町地域地場産業振興センターを会場に「十日町きものフェスタ」が毎年 4 月に開

催されます。 

 大正期に始まったこの催しは戦時中の中断の後、昭和 24 年に再開され現在に至って

います。全国の呉服卸商社、小売店をお迎えし、十日町産地商品の審査と評価をいただ

くという主旨から、かつては「十日町織物求評会」という名称で開催されていました。

その主旨は現在も変わらず、産地の技術力、商品力をアピールするとともに、各メーカ

ーにとっては商品作りの手応えを確かめる重要な機会になっています。さらに一般消費

者による評価も重要な要素であるとして、現在はユーザー審査も加えられています。 

 出品は「織」と「染」、技術の両輪を併せ持つきもの総合産地として十日町の商品力

を示すよう「振袖」「訪問着」「留袖」「付下・着尺・羽織・コート」「紬絣（経済産業大

臣指定伝統的工芸品の十日町絣・十日町明石ちぢみ等）「帯」「スタイリング」と幅広い

品種７部門に及び、組合加盟全メーカーの一堂に展示されます。 

このうち全部門を通じて特に評価の高かった三点には特別賞として経済産業大臣賞、

中小企業庁長官賞、経済産業省関東経済産業局長賞が、また各部門の優秀作品には新潟

県知事賞、十日町市長賞などがおくられます。 

平成 23 年は 4 月 11 日（月）から 15 日（金）が審査日、16 日（土）が入賞発表を兼

ねた一般公開として開催されます。なお、15 日(金)には全国の和装産地、業界団体、

商工会議所、行政などが参加する「全国きものサミット in十日町」も開催されます。 

春の息吹とともに染織の粋が咲き競う「十日町きものフェスタ」。雪深いきものの里に

春の訪れを告げる催しとして産地関係者のみならず多くの市民が楽しみにしているイ

ベントです。 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    十日町市産業振興課十日町市産業振興課十日町市産業振興課十日町市産業振興課    ℡℡℡℡：：：：025025025025----757757757757----3139313931393139    

 
 

 

 



⑴面積 155.12㎢
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数 人 人
％ ％
人 人

⑷沿革 ％ ％
人 人
％ ％

計 人 人

　小千谷市における織物の歴史は古く、千
数百年にもおよぶといわれ、夏の着物の代
名詞ともなる「小千谷縮」をはじめ、繊細な
技術を駆使した「小千谷紬」、「片貝木綿」な
ど、伝統を守り続けてきた小千谷のこだわり
が、確かな美として一つの世界を作り上げて
います。
 小千谷縮は江戸時代初期に夏の衣料とし
て改良され、緯糸に強い撚りをかけて織り上
げ、仕上げの工程で涼感を出す小千谷縮独

昭29.3.10（市制施行）
　小千谷町　城川村　千田村

8,357
33.2

25,202

9,346

7,499
37.1

29.8

就業人口
17国調

就業人口
45国調

区
分
1
次

3
次

2
次

平22.3.31住基
9,833 12,240 12,253 12,586

65歳以上人口比率（17国調）

35国調 12国調 17国調

特のシボを出すことに成功し小千谷縮が誕生しました。　▲小千谷縮・小千谷紬
　小千谷紬は、縮の技術を活かして、江戸時代中期に織り始められた正絹紬
で、古くから縞や絣、無地のほかに白紬が織られています。絹独特の光沢と風
合いの良さに加え、素朴な味わいが見事に調和した織物です。
　国の重要無形文化財にも指定されている小千谷縮は、平成21年9月、越後上
布とともにユネスコ世界無形文化遺産に登録されました。
　近年、生活様式の変化で、きもの需要が減少しており、需要喚起を図るため、
素材を活かしたモノづくりを推進。洋装・インテリアなど他分野商品の開発や自然
素材の研究にも取り組んでいます。また、小千谷観光協会では小千谷縮・小千
谷紬の着付体験を始めました。
　

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
49,445 41,641 39,956 39,407

26.0%

10,408
49.0

21,245

1,872
8.8

8,927
42.0

　　　　概要概要概要概要

小千谷市城内2丁目7番5号
〒947-8501☎0258-83-3511
http://www.city.ojiya.niigata.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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蒸し暑い日本の夏に最適な清涼感溢れる夏着物は、全国の人々に愛されてきました。

おみやげ処サンプラザ（0258-83-4800）が着付の会場となります。

小千谷縮小千谷縮小千谷縮小千谷縮ｄｅｄｅｄｅｄｅまちなかまちなかまちなかまちなか散策散策散策散策♪♪♪♪「「「「まちなかちぢみまちなかちぢみまちなかちぢみまちなかちぢみ」」」」体験体験体験体験

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】　】　】　】　小千谷市商工観光課小千谷市商工観光課小千谷市商工観光課小千谷市商工観光課　　　　℡℡℡℡：：：：0258025802580258----83838383----3512351235123512

新潟県

小千谷市小千谷市小千谷市小千谷市

春夏は小千谷縮でまちなか散策（４月下旬～９月下旬）

国の重要無形文化財「小千谷縮」は平成２１年９月３０日ユネスコの無形文化遺産に登録されました。

小千谷観光協会では、小千谷縮の産地ならではの着物着付体験を実施しております。気に入った色・柄の小千谷縮の着物を選
ゆかた風に着付け、一日ゆっくりとまちなか散策を楽しんでいただけます。

小千谷のまちなかをめぐります。
（約1時間程度）

布ギャラリー水田
小千谷縮のインテリア小物を展示・
販売しています。
布絵教室や小千谷縮の製造過程の
見学も。（完全予約制）

【着付体験受付】：予約制
場所　小千谷市総合産業会館サンプラザ
時間　９：３０～（１６：００までに着物返却）
体験料　４，０００円
【その他】
機織体験では、１５分程度でオリジナルの
しおりやコースターが作れます。
男物もご用意しております。

織物体験や和風庭園を楽しんで
いただけます。

22



⑴面積 584.82㎢ ⑸産業構造
⑵人口 （人）

⑶世帯数

⑷沿革

計 32,344人

8,316人
24.5%

9,038人
26.6%

10,221人
31.6%

18,045人
55.8%

4,060人
12.6%

16,616人
48.9%

区
分
1
次

3
次

2
次

12,580 18,653 19,000 18,887
35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基

24.8%
68,650 65,492 63,329 61,670

65歳以上人口比率（17国調）

就業人口
45国調

就業人口
17国調

　南魚沼市の塩沢・六日町地域は、十日町・
小千谷産地と並んで越後新潟を代表する織
物産地です。
　塩沢産地の絹織物は2009年9月にユネス
コ無形文化遺産に登録された「越後上布」の
技術を活かしている塩沢紬・本塩沢・夏塩沢
が主流製品です。
　塩沢織物の中で歴史の長い本塩沢は17世
紀中期に誕生し、サラリとした肌ざわりと、い
ろいろな絣により構成された柄模様が上品さ
と優雅さを生み出して従来は「塩沢お召し」
の名で広く親しまれていました。この本塩沢
と塩沢紬は国の伝統工芸品に指定されてい
ます。 ▲　塩沢紬

　しかし、近年は長期構造的不況の中、生産・出荷高の減少及び組合員の減少
など、産地基盤の弱体化が進んでいます。
　この伝統ある技術・技法を後世に継承するために物作りの原点に戻り、より一層
消費者に愛される製品作りに日々努力しています。

不
能 0.0%

33,970人

平16.11.1六日町 大和町 合併(市制施
行)
平17.10.1南魚沼市 塩沢町 合併

0人 18人
0.1%

　　　　概要概要概要概要

南魚沼市六日町180-1
〒949-6696☎025-773-6665
http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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織織織織のののの文化館文化館文化館文化館    塩沢塩沢塩沢塩沢つむぎつむぎつむぎつむぎ記念館記念館記念館記念館    

塩沢の織物の伝統技術と文化の魅力を一同に

公開した織りの文化の新拠点です。 

１階では、塩沢織物の布を利用して作られた工

芸品が展示・販売されているほか、布で作る小物

づくりが体験でき、２階の織工房では、塩沢織物

の生産工程の見学、伝統技法の手織りを体験する

ことができます。 

 

つむぎのつむぎのつむぎのつむぎの里里里里    

塩沢織物の製造工程見学及び製品の展示・販売

をしております。機織の実演も行っており、伝統

的な織り機での機織体験もできます。 

また、塩沢紬を使用した工芸品、実用品なども

展示販売しております。 

    

ＤＤＤＤＡＴＡＡＴＡＡＴＡＡＴＡ    

織織織織のののの文化館文化館文化館文化館    塩沢塩沢塩沢塩沢つむぎつむぎつむぎつむぎ記念館記念館記念館記念館    

住  所：新潟県南魚沼市塩沢 1227－14 

交  通：塩沢駅 徒歩 2分 塩沢石打 IC 車 15 分 

開館時間：9：00～17：00 

休 館 日：毎週月曜日 

（祝日等の場合は翌日休館） 

入 場 料：1階展示・販売場：無料 

2 階織工房：大人 200 円、小人 100 円 

電話番号：025－782－4888 

つむぎのつむぎのつむぎのつむぎの里里里里    

住  所：新潟県南魚沼市目来田 155    

交  通：塩沢駅徒歩 15 分 塩沢石打 IC 車 10 分 

開館時間：8：30 ～ 16：30 

(12 月～3月 9：00～16：30） 

休 館 日：年中無休 

（12 月～3月 水曜定休日） 

入 場 料：無料 

電話番号：025－782－0019 

 

 

 

 

塩沢塩沢塩沢塩沢つむぎつむぎつむぎつむぎ語語語語りりりり    

2009年にユネスコ無形文化遺産に登録された「越後

上布」や、国の伝統的工芸品に指定されている「塩沢紬」

などが、雪国ならではの雁木の町並みが美しい「牧之通

り」を中心に展示される街歩きイベントです。 

商家や民家約 50軒が参加し、代々伝わる塩沢紬や伝統工芸品を展示していま

す。毎年 10月から 11月まで約 2ヶ月間の開催です。 

問い合わせ：NPO南魚沼もてなしの郷（０２５－７８２－５１０５） 

関連文化施設の紹介 

イベント情報 

 

 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    南魚沼市商工観光課南魚沼市商工観光課南魚沼市商工観光課南魚沼市商工観光課    ℡℡℡℡：：：：025025025025----773773773773----6665666566656665    



⑴面積 467.77㎢（平21.10.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

　　　その特徴は、狩野派の流れを組み、写実的な草花模様にあり、また、色合い
も多彩で、技法においても、「外ぼかし」や「虫喰い」などの特徴があります。
　そして、作業工程においては、京友禅ほど分業化がなされていないため、大量
生産には不向きであるが、一貫性のある製作ができるため、作家の個性が十分
に発揮されます。そのようなことが評価され、加賀友禅は高級着物として人気を
集めました。
　しかしながら、近年では、和装離れが深刻な問題となり、その需要は年々減少
しています。そこで、本市では、平成21年7月「加賀友禅技術振興研究所」を設立
し、産地における、新製品開発、人材育成、販路開拓を図る取り組みを進めてい
ます。

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
313,112 456,438 454,607 444,125

18.4%65歳以上人口比率（17国調）

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
73,629 177,686 181,491 186,210

区
分
1
次

3
次

2
次 22.6%

就業人口
17国調

就業人口
45国調

167,337人
73.8%

226,659人

　15,142人
8.2%

58,397人
31.7%

3,637人
1.6%

51,293人

　本市で発展した加賀友禅は、京友禅と並
ぶ日本を代表する染色工芸です。
　その歴史をたどると、およそ500年前（寛政
年間）にまで遡り、加賀独特の「梅染」という
無地染にたどり着きます。その後、加賀紋と
呼ばれる色絵紋が始まり、模様が施される
ようになりました。
　そして、18世紀初頭、京都より宮崎友禅斎
が加賀に入り、色絵紋に友禅のデザインが
加わり、「加賀友禅」が確立されました。

60.1%
184,355人

明22(1889）年市制施行
平 8（1996）年中核市に移行

110,816人

　　　　概要概要概要概要

金沢市広坂1丁目1番1号
〒920-8577☎076-220-2111
http://www4.city.kanazawa.lg.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情

加賀友禅
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 金沢市は加賀友禅の振興、研究、産地支援を目的として平成 21年 7月に「加

賀友禅技術振興研究所」を設立しました。本研究所は産地と協働し、加賀友禅

の魅力発信及び振興に係る様々な施策を展開しています。 

 

１．加賀友禅ファンクラブ設立 

 加賀友禅に関心のある方全てを対象とし

た「加賀友禅ファンクラブ」が平成 22年 9

月にできました。ファンクラブでは、加賀

友禅を身近に楽しむ様々なイベントを予定

し、加賀友禅の魅力を自分のものにし、ま

た、その魅力を周囲に広めていただきます。ファンクラブに加入いただいた方

は、様々なイベント等に優先的に参加いただけるほか、多くの特典を用意して

います。 

 【お申し込み】http://www.kagayuzen.or.jp/fanclub.html 

 

２．新分野開拓支援事業 

 着物以外の加賀友禅の活路を探るべく、加賀友禅の伝統的技術・技法を活か

し、現代のニーズに合った｢洋装商品｣｢インテリア商品｣の開発を進めています。 

 

３．後継者育成支援事業 

 若手職人を中心に対象とした講座を開講し、人材育成に努めています。 

 研究所開設からこれまで、実技、染料、販路開拓、知的財産権、人材開発を

テーマとした講座を開設。今後さらに加賀友禅業界の現状打開と活性化を図

るため、「技術」と「販路」の両視点から人材育成を図ります。 

 

４．情報発信事業 

加賀友禅の魅力をこれまで以上に発信するため、産地と連動しホームペー

ジの作成や、ニュースレターの発行を実施しています。 

 加賀友禅技術振興研究所 http://www.kagayuzen.org/ 

  ニュースレター http://www.kagayuzen.org/ニュースレター/ 

   
    

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    金沢市金沢市金沢市金沢市ファッションファッションファッションファッション産業振興室産業振興室産業振興室産業振興室    ℡℡℡℡：：：：076076076076----220220220220----2192219221922192    

産地の取り組み紹介 



⑴面積 121.83㎢
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

富士吉田市の織物産業は、古くから服裏地や夜
具地などの産地として発展してきました。この背
景には、江戸時代に殖産興業策として育成さ
れ、「甲斐絹（カイキ）」の産地として発展し、明治
以降、甲斐絹の技術を活かして新しい織物が開
発され、とくに、裏地、着尺地等が盛んに織られ
るようになりました。昭和初期には、家内工業とし
て定着し、昭和20年代はじめには、日本国内が
戦後の深刻な衣料不足により生糸需要が高ま
り、地場産業として確固たる基盤を築きました。

36.7%
23,301人

昭26.3.20（市制施行）
8,539人 15,984人

56.3%
26,997人

1,110人
4.7%
13,652人
58.6%

279人
1.0%
10,734人
37.8%

就業人口
17国調

就業人口
45国調

区
分
1
次

3
次

2
次

平22.3.31住基
8,504 16,928 17,381 18,400

65歳以上人口比率（17国調）

35国調 12国調 17国調

この時期から、昭和47年の日米繊維協定にもとづく輸出規制の措置がとられるまでの間
は、原糸メーカーや大手産地問屋の下請けとして服裏地・洋傘地・夜具地・座布団地等を
量産し、地場産業として最盛を極めた時代でありました。しかし、その後は、消費の停滞、
景気の冷え込みなどにより下降変動が激しく、また東南アジアの安価で大量生産される
繊維製品に押され、多くの事業所が転廃業することとなりました。しかし、本市を含む郡
内産地は、「先染ネクタイ地」で70％以上の国内シェアを誇り、「先染高級裏地」、「座布団
地」は我が国唯一の産地で、加えて「先染高級傘地」の産地としても確立してきており、小
ロット、短サイクル化に対応するため、生産性の向上、製品の高級化に向けて革新織機
や織機のダイレクト化等ハイテク技術の導入を図りながら、新製品を開発し、販路拡張の
ための各種展示会を開催するなど積極的な努力が現在まで続けられております。

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
42,607 54,090 52,572 52,143

20.0%

　　　　概要概要概要概要

富士吉田市下吉田1842
〒403-8601☎0555-22-1111
http://www.city.fujiyoshida.yama
nashi.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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問い合わせ先

No. 名　　称 日時（期間）　場　　所

1

JFWジャパンクリエー
ション2010A/W

平成22年10月13日～15
日　　東京ビックサイト

2

インターテキスタイル
上海2010

平成22年10月19日～22
日　上海国際博覧中心

3

IFFT／インテリアライ
フスタイルリビング

平成22年1１月２４日～
26日　東京ビッグサイト

4

インターナショナルギ
フトショー春2011

平成23年2月1日～4日
東京ビッグサイト

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】　】　】　】　富士吉田市商工振興課富士吉田市商工振興課富士吉田市商工振興課富士吉田市商工振興課　　　　℡℡℡℡：：：：0555055505550555----23232323----7053705370537053

国内最大の生活雑貨見本市で、特
に伝統技術を生かしたオリジナル商
品に加え、環境面からエコ商品とい
う観点に立った、オーガニックコット
ンを素材とした製品なども取り入
れ、産地イメージのアップのため、ま
た、生地段階から製品作りへのス
テップアップをも考慮して出展してい
るところである。（写真は2010年２月
開催インターナショナルギフトショー
春2010）

当産地の特徴である先染めで多品
種の織物の中で、ハブリック全般
（特に服地）を網羅した素材展に４
事業者が出展した。（写真は2010年
開催JFWジャパンクリエーション
2010A/W）

平成20年度から実施している中国
上海市で開催されるアパレル系の
展示会で、富士吉田織協傘下の8
社が参加している。本事業は当産
地の長年培われた技術の粋を視野
を広め国内のみならず海外に目を
向けて行きたいという傘下業者の考
えに立って実践するものである。
（写真は2009年開催インターテキス
タイル上海2009）

本事業についてはライフスタイルを
トータルに提案するインテリアの総
合見本市で、特に家具を中心に
ホームテキスタイル、テーブルウェ
ア、インテリア雑貨などインテリアに
関連した幅広い製品の出展に加
え、住空間をトータルに提案するも
のである。（写真は2009年開催IFFT
／インテリアライフスタイルリビン
グ）

TEL0555-22-2164富士吉田織物協同組合

内　　　　　容

自然自然自然自然とととと人人人人がががが紡紡紡紡ぐぐぐぐ「「「「甲斐絹甲斐絹甲斐絹甲斐絹」」」」のののの伝統美伝統美伝統美伝統美をををを今今今今にににに蘇蘇蘇蘇らせたらせたらせたらせた「「「「ふじやまふじやまふじやまふじやま織織織織」。」。」。」。富士吉田市富士吉田市富士吉田市富士吉田市をををを産地産地産地産地とするとするとするとする「「「「ふじやまふじやまふじやまふじやま織織織織」」」」はははは、、、、富士吉田織物協富士吉田織物協富士吉田織物協富士吉田織物協
同組合同組合同組合同組合がががが主体主体主体主体となりとなりとなりとなり、、、、そのそのそのその特質特質特質特質であるであるであるである先染先染先染先染めめめめ・・・・細番手細番手細番手細番手・・・・高密度高密度高密度高密度・・・・多品種多品種多品種多品種のののの製法製法製法製法によりによりによりにより生産生産生産生産されたされたされたされた製品製品製品製品をををを国内外国内外国内外国内外のののの展示会展示会展示会展示会でででで発表発表発表発表
することによりすることによりすることによりすることにより新新新新たなたなたなたな市場進出市場進出市場進出市場進出をををを図図図図っておりますっておりますっておりますっております。。。。今年度今年度今年度今年度もももも下記下記下記下記のののの展示会展示会展示会展示会にににに出展出展出展出展いたしますいたしますいたしますいたします。。。。どうぞどうぞどうぞどうぞ各種展示会場及各種展示会場及各種展示会場及各種展示会場及びびびび富士吉田富士吉田富士吉田富士吉田
市市市市においでいただきにおいでいただきにおいでいただきにおいでいただき「「「「ふじやまふじやまふじやまふじやま織織織織」」」」のののの高高高高いいいいクォリティークォリティークォリティークォリティーをををを体感体感体感体感くださいくださいくださいください。。。。

都道府県都道府県都道府県都道府県・・・・市町村名市町村名市町村名市町村名　　　　山梨県富士吉田市山梨県富士吉田市山梨県富士吉田市山梨県富士吉田市

「「「「ふじやまふじやまふじやまふじやま織織織織」」」」をををを体感体感体感体感してみませんかしてみませんかしてみませんかしてみませんか！！！！
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⑴面積 15.18㎢ （平21.10.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

4,742
35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基

区
分

就業人口 就業人口
65歳以上人口比率（17国調） 19.2% 50国調 17国調
3,867 4,910 4,850

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
1
次

112人 37人
5.9% 1.5%

1,238人
32.0% 51.3%

1,463 1,482 1,503 2
次

1,182人 1,139人723

2,413人

山梨県西桂町は面積15.18平方キロで町の
中心は標高615メートル、79%が森林に囲ま
れた人口4,850人の「水と織物の町」であり、
当町を含む富士北麓地方は、「郡内」地域と
言われ、山中湖を源とする桂川に沿った、高
地の少ない冷涼な土地です。郡内織物の歴
史は古く、山梨県の古い歴史を刻む「妙法
寺記」によれば、享禄3年(1,529年)に米倉橋
(当町小沼)を架けたことを特記しており、こ
の辺りが富士吉田市から都留市の谷村、大
当町の倉見には鎌倉往還の東の入口である東海戸、西の入口である西海戸が
あり、当時宿駅があり織物が栄えておりました。 江戸期、上暮地(旧西桂町で現
在は（富士吉田市)・当町の下暮地・小沼・倉見の各村では郡内織を製造し特に
「夏はかま地等は、暮地、小沼と申す村より多く織出す」と記されているように郡
内織でも夏袴の生地を生産しておりました。 また、小沼には元禄年間(1,688年～
1,704年)に運上金300両で郡内の織物・生糸を一手に扱った絹問屋があり古くか
らお織物の町として発展してきました。　　　　　　　現在でもネクタイ生産日本一
の織物製造工場や先染めによる傘地の生産日本一の織物製造工場等があり、
織物はネクタイ・ストール・洋傘・座布団地・服裏地・婦人服等が織られ町の基幹
産業として栄えております。

1,902人

62.1% 47.2%
35.1.1分町
「富士吉田市と西桂町との境界変更」

3
次

608人

　　　　概要概要概要概要

山梨県西桂町山梨県西桂町山梨県西桂町山梨県西桂町

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情

南都留郡西桂町小沼1501-1
〒403-0022☎0555-25-2121
http://www.town.nishikatsuｒ
a.yamanashi.jp/
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産地取産地取産地取産地取りりりり組組組組みみみみ紹介紹介紹介紹介    

 

     （今年の JAPAN CREATION A/Wの様子： 東京ビッグサイト） 

 

 当町は、富士北麓東部地域に位置し、同じく織物産地である上野原市、大月市、

都留市、富士吉田市と合わせ「郡内地域」と呼ばれている。この地域での生産

量は、国内でも上位と言われている。しかしながら、他方では、昭和期後半の

共同廃棄や平成期の不況による受注低下などにより事業所数は減少の一途を辿

っており、当町においては、織物関連事業所数はピーク時の１０分の１にまで

減少しているような状況にある。 

 このような中、基幹産業である織物業を保護・育成していくため、当町では、

西桂織物工業協同組合と連携し、業者の支援に努めている。西桂織物工業協同

組合が積極的に推進する事業は以下のとおりである。 

１．ジャパンクリエーション出展事業 

 織協青年部「糸の音会」が中心になり、アパレル、デザイナー、流通業者な

どが一堂に会する日本最大の繊維総合見本市「ジャパンクリエーション」に過

去１０年出展を続けている。当地域業者の技術力、商品力を継続的に PRしてき

たこともあり、BtoB（ビジネス・ツウ・ビジネス）に関しては、現在までで約

１００件の新規取引を開拓し、産業の活性化の一助となっている。 

２．若手後継者育成・他産地との交流事業 

 基幹産業として、織物業を維持していくためにも後継者の育成が不可欠であ

ることから、青年部・糸の音会の支援ならびに継続的な研修事業を通じ、後継

者の育成に努めている。 

 加えて、現代の織物技術は、日々、多岐化してきているため、技術提携など

が必要となりつつある。このため、他産地との交流を推進している。 

３．その他事業 

 山梨県絹人繊織物工業組合等と連携し、デザインゼミ、若手ゼミなどの新デ

ザインの模索等に努めている。また、富士の国やまなし館などの販売事業など

を推進し、当地域の織物の技術、商品の PR活動を継続的に行っている。 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    西桂町産業西桂町産業西桂町産業西桂町産業振興課振興課振興課振興課    ℡℡℡℡：：：：0555055505550555----25252525----2121212121212121 



⑴面積 85.19㎢

⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

3
次

　
　岡谷では江戸時代の中期から、農業の副
業として生糸の製造が行われていました。

　
　明治に入り、国の殖産興業策として蚕糸業
が奨励されると、岡谷の製糸家はいち早く洋
式器械製糸技術を導入。努力と創意工夫を
重ね、全国一の製糸業地に発展し、「糸都
（シルク）岡谷」の名は世界に響きわたりまし
た。

31.9%
34,623人

昭11.4.1市制施行
　昭30～昭32にかけて諏訪郡湊村、川岸
村、長地村の３村と合併

11,041人

2,024人 620人
2.2%
12,616人

35国調 12国調 17国調
1
次

62.3% 45.2%

5.8%

27,928人
52.6%
14,692人

20,511

就業人口56,401 54,699 53,329
17国調45国調

区
分

21,558人

24.5%65歳以上人口比率（17国調）

就業人口

　特に大正から昭和初期の全盛期には、岡谷の生糸は全国生産量の２５％を占
め、欧米に輸出されて外貨の半分を獲得するなど、日本の近代化に大きな役割
を果たしました。
　
　しかし、昭和初期の世界恐慌や太平洋戦争などにより、岡谷の製糸業は次第
に縮小され、戦後は精密工業にその地位を取って代わられるようになりました。
「おかや絹」はこうした歴史を背景に、岡谷のシルク産業が忘れ去られないよう、
手織りの絹製品の開発を行っています。かつて日本一の糸都として栄えただけ
に、シルクに関する厳しい目と確かな技術に裏打ちされた各種製品は優れた品
質を持ち、その美しさと洗練されたデザインで人気を集め、今、岡谷の新たなブ
ランドとして注目されています。

52,256

2
次

平22.3.31住基
11,863 19,570 19,661

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基

　　　　概要概要概要概要

岡谷市幸町8-1
〒394-8510　☎0266-23-4811
http://www.city.okaya.lg.jp/長野県岡谷市長野県岡谷市長野県岡谷市長野県岡谷市

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情

近代化産業遺産群のひとつに認

定されている旧山一林組製糸事

務所
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 32 

 

 

（昨年のまちあるきによる地域活性化事業「あるき太郎 絲まち回廊」の様子） 

    

１１１１．．．．近代化産業遺産群近代化産業遺産群近代化産業遺産群近代化産業遺産群のののの活用活用活用活用    

岡谷市内に現存する 15 か所の蚕糸関連施設等は平成 19 年に近代化産業遺産

群として経済産業省に認定されております。これを契機に、岡谷市ではこれら

の施設等をウォーキングコースに組み込むなど文化財としてだけではなく、市

民の健康づくりや新たな観光資源としての活用も進めております。 

 

２２２２．．．．おかやおかやおかやおかや絹絹絹絹    

 岡谷市は製糸業で栄えた土地であり、現在でも稼働している製糸工場があり

ます。その流れをくみ、「おかや絹」としてあし絹をもちいた織物や草木染めな

どの研修を「きぬのふるさと岡谷

絹工房」にて行い、織り手の後継

者育成をしております。研修生の

作品は展示や販売に出展し、これ

まで東京、大阪など国内をはじめ

とし、パリなど海外でも展示販売

会を行ってまいりました。岡谷市

では観光の補強の面からもこの団

体への助成を行っております。 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    岡谷市産業振興戦略室岡谷市産業振興戦略室岡谷市産業振興戦略室岡谷市産業振興戦略室    ℡℡℡℡：：：：0266026602660266----23232323----4811481148114811（（（（内線内線内線内線 1442144214421442））））    

 

産地の取り組み紹介 



⑴面積 165.92㎢（平21.10.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

43.0%
7,060

ける農業協同組合の源流となりました。
　第２次世界大戦後、龍水社を主軸とする伊那谷の養蚕は発展を続け、長野県
の繭、生糸の生産量を全国首位に押し上げる原動力となりました。
　しかし、昭和40年代以降の人口繊維の発達とオイルショックによる和装着物の
需要減により繭・生糸の生産は減少の一途を辿り、養蚕業も消滅の一歩手前の
状況となっています。
　ここに至り、組合製糸龍水社の伝承とともに、発想の転換による新たなシルク製
品を生み出す地場産業の創造と蚕糸情報の発信、世界に誇る蚕糸技術の後代
への伝承を目的として駒ケ根シルクミュージアムが設立されました。

34,651
23.4%

1,612

区
分

7,382
40.4%

3,112
19.0% 8.8%

12,035

就業人口
H17国調

就業人口
S45国調

S35国調

S35国調 H12国調 H17国調

H12国調 H22国調

9,257

平22.4.1住基
27,579

2
次

平22.4.1住基
5,835 11,460

34,41734,338
65歳以上人口比率（17国調）

12,602

1
次

50.6%

　駒ケ根市を含む上伊那地方は、平安の時
代から蚕の産地でありましたが、18世紀に優
良蚕種である「大草」の開発以降、京都西陣
へ「のぼせ糸」として良質の生糸を出荷する
など、生糸産地として大きく発展しました。
　横浜開港以降、生糸貿易が盛んになると、
繭と生糸の流通販売を有利にするため、農
民が共同出資しての協同組合方式による製
糸を目指し、大正３年に伊那生糸販売組合
連合会龍水社を創立し、これが長野県にお

38.0%
16,408

昭和29年合併（市制施行）
　赤穂町　中沢村　伊那村

6,236

18,251

3
次

　　　　概要概要概要概要

駒ケ根市赤須町20-1
〒399-4119☎0265-83-2111
http://www.city.komagane.nagano.jp長野県駒ケ根市
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駒駒駒駒ヶヶヶヶ根根根根シルクミュージアムシルクミュージアムシルクミュージアムシルクミュージアム        
   駒ヶ根シルクミュージアムは養蚕・製糸の歴史から 

最新のカイコの研究にいたるまで幅広い視点でシルク 

をとらえた生きた博物館です。 

 

〒399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 

              TEL 0265-82-8381   FAX 0265-82-8380    

URL:http://wwwcek.ne.jp/~shiruku/   

MAIL: shiruku@cek.ne.jp 

 【【【【展示室展示室展示室展示室】】】】    

 蚕の生態や歴史、養蚕の仕組みや歴史を分かりやすく展示解説。家蚕や天蚕、サクサンなどの野蚕

を飼育展示しています(季節によっては飼育していません)。 

また、蚕を始め糸を作る絹糸腺細胞の写真展示や、繭から糸を取るまでの仕組みなど、広い視点か

ら展示解説しています。特別展示を年に 3 回開催しています。 

【【【【体験工房体験工房体験工房体験工房】】】】    

絹の飾りひもや染物体験、機織り、繭を使った繭クラフト体験ができます。体験のメニューが四季

折々に変わり、様々なメニューが選べます。染物体験では、藍染めや型染めなどの染物が、繭クラフ

トは干支の動物や季節の花などの作品を作ることができます。機織り体験では、コースター、ランチ

ョンマットの体験ができます。それぞれ専門の指導者が丁寧に指導します。 

【【【【レストランレストランレストランレストラン・・・・直売所直売所直売所直売所】】】】    

施設内には地元の食材をメインにしたバイキングレストランと、地元で採れた季節の野菜や果物

などを販売している直売所があり、展示見学や体験のほかにも楽しめる施設です。 

 

シルクミュージアムは豊かな自然に囲まれ、 

晴れた日には中央アルプスの雄大な景観を楽 

しむことができます。シルクミュージアムで 

自然に親しみながらシルクの文化や歴史など 

を学び、楽しいひと時をお過ごしください。 

皆さまのご来館を心からお待ちしております。 

 

 

 

 
 

昭和初期の養蚕農家を復元 カイコの細胞 自動繰糸機 

   

飾りひも・染物 繭クラフト 機織り 

 

 

バイキングレストラン 新鮮な野菜・果物 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    駒駒駒駒ヶヶヶヶ根市農林課根市農林課根市農林課根市農林課（（（（駒駒駒駒ヶヶヶヶ根根根根シルクミュージアムシルクミュージアムシルクミュージアムシルクミュージアム））））    ℡℡℡℡：：：：0265026502650265----82828282----8381838183818381    



⑴面積 680.79㎢ （平22.10.1）

⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

34,694

62.1%

55,836

3
次

   琵琶湖の東北部に位置する長浜市
は、江戸時代（宝暦年間1751～）に
伝わったちりめん製織の技法と当時
の手厚い保護政策で養蚕が盛んとな
り、生糸、絹織物の生産流通で発展
してきた商工業都市です。これまで
から優秀なちりめん産地としての伝
統を保持できたのは、その使用糸質
の選択、独自の撚糸法、製織技術、

46.5%

59,779

平22.1.1合併
　長浜市、虎姫町、湖北町、高月町、
木之本町、余呉町、西浅井町

27,784

27,500

46.0%

530

0.9%

20,612

36.9%

区
分

1
次

4,495

7.5%

就業人口

17国調

就業人口

5国調

35国調 12国調 17国調 平22.10.1住基

35国調 12国調 17国調

軟水使用の精錬加工等の総合的技術の結果と、大消費地に近い立地
条件のためであり、今日においてもその独特の持味と感触は、県内
外を問わず広く愛好されています。
　しかし、近年は、着物離れにより浜ちりめん生産反数も落ち込ん
でおりますが、夏の「長浜ゆかたまつり」や秋の「長浜きもの大園
遊会」といった和装イベントを開催し和装振興とＰＲを行う一方、
着物にこだわらず、ドレス生地への活用といった新商品の開発も
行っており、地場産業振興を図っています。

2
次

平22.10.1住基

28,816 35,450 37,987 44,364

123,862 124,498 125,832

28.0%65歳以上人口比率（17国調）

117,066

　　　　概要概要概要概要

滋賀県長浜市高田町12-34
〒526-8501☎0749-65-8766
http://www.city.nagahama.shiga.jp/
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 湖北長浜の夏の風物詩「長浜ゆかたまつ

り」。曳山博物館広場を中心とする商店街全

域を会場に開かれ、浴衣姿の来場者であふれ

ます。和装振興とにぎわい創出に一役買って

おり、長浜少年少女合唱団の発表や路上ライ

ブ、スタンプラリーや屋台村など、納涼の一

夜を楽しんでいます。 

 

 

 

 

 昭和５９年から始まった「長

浜きもの大園遊会」は、秋に開

催される長浜出世まつりのイベ

ントの一つ。歴史と文化が薫る

市街地一帯を、全国から集まっ

た着物女性１０００人がそぞろ

歩く、日本最大の着物の祭典で

す。秋晴れのもと、古いまち並

みに紅葉と着物姿が映え、市域

全体が華やかになります。 

                                               

  

毎年、様々なアイデアを加えなが

ら、誰もが和装を楽しむことができ

る「長浜きものの集い」。日本全国

から様々な分野の講師を招き、楽し

い文化や芸術が学べる“長浜きもの

大学”を開設し、和装姿の参加者に

親しんで頂いています。 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    長浜市長浜市長浜市長浜市商工振興課商工振興課商工振興課商工振興課    ℡℡℡℡：：：：0749074907490749----65656565----8766876687668766    

｢｢｢｢長浜長浜長浜長浜きものきものきものきもの大園遊会大園遊会大園遊会大園遊会｣｣｣｣    

｢｢｢｢長浜長浜長浜長浜きもののきもののきもののきものの集集集集いいいい｣｣｣｣    

｢｢｢｢長浜長浜長浜長浜ゆかたまつりゆかたまつりゆかたまつりゆかたまつり｣｣｣｣    



⑴面積 827.90㎢（平21.4.1）

⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計 688,268人

　京都市は、西陣織や京友禅をはじめとした日本最
大の和装産地であり、京都の和装産業にとって「絹」
は欠かせないものです。
　西陣織は５、６世紀頃に渡来人の秦氏が養蚕・機織
の技術を伝えたことに起源し、平安遷都以降、京都で
発展してきたもので，色糸を使った絢爛豪華なものが
多くあります。また、京友禅は１７世紀後半に扇絵師
の宮崎友禅斎が創案した、絹織物の白布に様々な模
様を華麗に染めるものです。

-西陣織－

　近年、生活様式の変化や経況の低迷などによっ
て、京都の和装産業は非常に厳しい状況が続い
ています。京都市では、この状況を打開するため、
平成17年に伝統産業活性化推進条例を制定、平
成18年には伝統産業活性化推進計画を策定し，
和装をはじめとした伝統産業の活性化を目指した
事業に取り組んでいるところです。さらに今後は
「京都の『ほんまもん』の着物」の需要を首都圏で
開拓するための様々な事業を展開していきます。

-京友禅－

155,460人
39.8% 22.6%

明22.4.1　市制施行
昭31.9.1　政令指定都市指定

3
次

404,862人 526,896人
58.5% 76.5%

692,249人

317,059 620,327 653,860 676,917 2
次

275,364人

1
次

12,023人 5,912人
35国調 12国調 17国調 平22.4.1推計 1.7% 0.9%

区
分

就業人口 就業人口
65歳以上人口比率（17国調） 19.9% 45国調 17国調

1,284,818 1,467,785 1,474,811 1,462,203
35国調 12国調 17国調 平22.4.1推計

　　　　概要概要概要概要

京都市中京区寺町通御池上る
上本能寺前町488番地
〒604-8571 ☎075-222-3111
http://www.city.kyoto.lg.jp/

京都府京都市京都府京都市京都府京都市京都府京都市
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 京都を代表する伝統産業である和装産業は，近年消費者のきもの離れが進み，売上げの大幅な

減少が深刻な問題となっており，京都市の基幹産業のひとつである和装産業の活性化は，まさに

喫緊の課題となっています。 

 このため京都市では，より効果的な情報発信や新たな需要の開拓を行うため，「京都市和装産業

活性化戦略プラン」に基づき，我が国最大の消費地であり情報発信の要である「首都圏」を中心

に“京都産のきもの”の良さをＰＲし，「京都産のきもの」への関心を更に高め，ひいては，自ら

購入し着てもらうことで和装産業の活性化に繋げることを目的とした様々な事業を展開していま

す。今回は，そのうちの事業のひとつである「きものＫＹＯＴＯアンテナショップ『白イ烏』」（平

成２２年３月開設）について紹介します。 

 

１ コンセプト 

  分かりやすく明確な価格設定とおしゃれな雰囲気の店づくりにより，消費者が入りやすいき 

 もののアンテナショップ 

２ 取扱商品 

 ○ 徹底して分かりやすく，買いやすい価格を設定し，従来のきものファンではなく，ファッ 

  ションに関心の高い女性に「自分で買う一着目きもの」として選んでもらう商品 

 ○ ビル街にでもすんなりと溶け込むモダンさがあり，洋服感覚でファッションとして着られ 

  るきもの 

○ いわゆる「日本の伝統色」とは違い，現代の生活の場に当たり前のように目にする色，都 

 会に馴染みやすい幾何学模様や，古典柄を現代風にアレンジした柄を使ったきもの 

３ ターゲット 

  ファッションに関心の高い，２０代後半から４０代の働く女性 

４ アンテナショップ開設場所 

  東京都港区南青山５－１２－２  

※ファッション感度の高い客層が買物に訪れる南青山地域に開設 

 

         

       －ショップ外観－              －ショップ内の様子－ 

 

 

産地の取り組み紹介 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    京都市伝統産業課京都市伝統産業課京都市伝統産業課京都市伝統産業課    ℡℡℡℡：：：：075075075075----222222222222----3337333733373337    

 



⑴面積 （平17.3.30）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

昭29.6.1合併（市制施行）
  宮津町  上宮津村  栗田村  吉津村  府
中村  日置村  世屋村  養老村  日ヶ谷村
昭31.9.20編入
  加佐郡由良村

が60歳以上の高齢者であり、後継者も非常に少ない現状です。
   しかし、本市は、日本三景の一つ・特別名勝「天橋立」をはじめとする豊かな自
然環境や海の幸・山の幸など食の魅力、また歴史文化など様々な観光資源に恵
まれた北近畿を代表する観光地であり、年間260万人の観光客が訪れる利点を
活かすため、天橋立観光をセットにした着物を着る機会を創出するイベント「丹
後きものまつりin天橋立」の開催や、市民に着物を親しんでいただく「着物着付教
室」や「きものサロン」を開催しており、シルク産業復活に向けた普及・振興に取り
組んでいます。

35国調 12国調 17国調 平22.9.30住基
34,799 23,276 21,512

8,706 8,360 8,832

20,854
32.2%65歳以上人口比率（17国調）

35国調 12国調 17国調 平22.9.30住基

22.8%

就業人口
17国調

就業人口
45国調

6,998人
67.2%

10,411人

3,778人
21.1%

5,817人
32.4%

1,040人
10.0%

2,373人

169.32k㎡

   京都府の丹後地域は、日本最大のちりめ
ん生産地であり、日本最大の絹糸消費地で
す。
   かつては宮津市も、近隣の町と同様に機
業が盛んでしたが、消費者の着物離れなど
から、生産体制が激変し、昭和49年度の戸
数537戸をピークに、平成元年度は304戸、
平成12年度は90戸まで減少し続け、平成21
年度は17戸にまで減少しています。
   また、現在の機業従事者の年齢は、9割

46.5%
17,939人

8,344人

区
分
1
次

3
次

2
次

8,031

　　　　概要概要概要概要

宮津市柳縄手345-1
〒626-8501☎0772-22-2121
http://www.city.miyazu.kyoto.jp/
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 秋の天橋立の一大イベントである「丹後きものまつり in天橋立」が、天橋立一帯を

舞台に、老若男女、市内外を問わず 1,000 名の参加者により今年も盛大に開催されま

した。 

 このイベントは、普段着用する機会の少

ない着物を着る機会を創り、丹後ちりめん

と天橋立観光の振興のために、丹後織物工

業組合や地元観光地等とで実行委員会を組

織し、例年、10 月の第 3 日曜日に天橋立を

舞台に開催しており、秋の天橋立が色とり

どりの着物で彩られます。定員は 1,000 名

ですが、着物を着るには絶好の気候で、ま

た、観光地である日本三景天橋立が舞台と

いうこともあり、毎年その数を超える申込

をいただき、盛大な人気を博しています。 

 

 開催 11回目に当たる今回は、平成 22年 10月 17日（日）に開催し、爽やかな秋晴

れの中、参加者 1,000 名が色とりどりの着物を着用し、秋の天橋立の散策を楽しまれ

ました。イベントの内容としては、海外旅行等の豪華景品が当たる大抽選会や、きも

のファッションショー、野点などを催しました。また、京都祇園から芸妓さん・舞妓

さんを招待し、参加者と記念撮影をしていただいたり、天橋立の松並木の中を人力車

に乗って散策していただきました。 

 

 参加者は、友人、家族、カップルなど

様々で、お互いに写真を撮り合ったりし

ながら思い思いの秋の楽しい１日を過

ごされました。 

 どの方もとびきりの笑顔で、心から楽

しんでいただき、また、着物の良さにつ

いても再認識していただけたものと確

信できる１日となりました。 

 

 

 

 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わわわわせせせせ先先先先】】】】    宮津市産業振興室商工観光係宮津市産業振興室商工観光係宮津市産業振興室商工観光係宮津市産業振興室商工観光係        

℡℡℡℡：：：：0772077207720772----22222222----2121212121212121    

大抽選会会場 

人力車での天橋立散策 



⑴面積 501.84㎢
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

28.0%
80,106 65,578 62,723 61,529
65歳以上人口比率（17国調）

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
17,087 20,495 20,968 22,141

区
分
1
次

3
次

2
次

就業人口
17国調

就業人口
45国調

3,622人
10.9%
11,891人
35.9%

12,286人
27.5%
20,502人
45.9%

森田次良兵衛がちりめん技術を完成させたといわれています。
　昭和30年前後からは、高級織物の需要が一気に高まり、昭和40年代には爆発
的な丹後ちりめんブームが起こりました。家々からはガチャンガチャンと機織の
音が聞こえ、ちりめん産地として地域経済が確立されてきました。
　しかし、近年では、消費者の和装離れをはじめ、国際的な金融不安や経済の
縮小による悪影響などにより、丹後ちりめんの需要は徐々に低迷。生産反数に
おいては、昭和48年の920万反をピークに減少を続け、平成21年では50万反
（ピーク時の約1/20）となっています。
　産地ではこの局面を乗り切るため、異分野・異業種と連携した新たなシルク関
連の商品開発、他産地やファッション関連校との連携による丹後織物ならびに和
装のプロモーション、国内外の販路開拓など、織物業の高度・多角・ブランド・国
際化に向けた取り組みが進められています。

▲丹後ちりめん

　
　京丹後市を含む丹後地域は、国内で生産
される和装用白生地シェアの約6割を占める
など、日本最大のちりめん（絹織物）産地で
あり、日本最大の絹糸消費地です。
　ちりめん生地には、表面に「しぼ」という凹
凸があり、膨らみのある、落ち着いた風合い
の白生地は、友禅染めや型染め、絞り染め
などによって微細に彩られ、美しい染めのき
ものとなるものです。
　「丹後ちりめん」が誕生したのは今から290
年あまり前。享保5（1720）年に、峰山出身の

26.6%
44,697人

平16.4.1合併（市制施行）
　峰山町　大宮町　網野町　丹後町　弥
栄町　久美浜町

11,896人 17,473人
52.8%
33,111人

　　　　概要概要概要概要

京丹後市峰山町杉谷889
〒627-8567☎0772-69-0001
http://www.city.kyotango.kyoto.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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（TANGO FABRICS COLLECTION 2011 in JC2011 A/W：東京国際展示場） 

 

 京丹後市は、与謝野町や宮津市などの近隣自治体、丹後織物工業組合などの

織物関係団体との広域的な連携を強化し、丹後織物の新たな魅力発信による認

知度の向上、日本最大の絹織物産地「丹後」の競争力強化を目的に、「丹後ファ

ッションウィーク事業」を積極的に展開しています。 

 

１１１１．．．．丹後丹後丹後丹後ファッションウィークファッションウィークファッションウィークファッションウィーク販路開拓事業販路開拓事業販路開拓事業販路開拓事業    

 繊維素材関係のアパレル、デザイナー、流通業者などが一堂に集まる国内最

大の繊維総合見本市「ジャパン・クリエーション 2011A/W」に、今年は丹後地

域の 16事業者が出展。高度な技術力と商品力をＰＲするとともに、ビジネス対

ビジネスの個別商談による更なる需要開拓をめざしました。「丹後の衣」をテー

マに、丹後の絹織物の伝統に培われた技術力、ハイテクノロジーとの融合など

による拡がる素材の可能性、時代の変化に対応する能動的な感覚を持った匠の

美技を、会期中（10月 13日～15日の 3日間）を通して、広くＰＲしました。 

２２２２．．．．丹後丹後丹後丹後ファッションウィークファッションウィークファッションウィークファッションウィーク産官学連携事業産官学連携事業産官学連携事業産官学連携事業    

関西圏のファッション関連校と連携し、将来

のファッション業界を担う学生などを対象に、

産地見学や織物事業者との交流を行うととも

に、作品制作のために生地提供を行い、連携校

主催の制作発表会などを通して、丹後織物のＰ

Ｒを行っています。 

３３３３．．．．丹後丹後丹後丹後ファッションウィークファッションウィークファッションウィークファッションウィーク和装産地間連携事業和装産地間連携事業和装産地間連携事業和装産地間連携事業    

和装産業の活性化と両産地の発展を目的に、

日本最大の和装産地「京都市」と連携し、首都

圏を中心に和装や産地のプロモーションに取

り組んでいます。右の写真は、平成 22年 12月

に東京青山で開催された、きもの着用機会の提

案イベント「キモノ DE クリスマス」（きもの

着用者 100 名によるパーティー）の様子。 

産地の取り組み紹介① 
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第 26 回国民文化祭・京都 2011 

マスコットキャラクター「まゆまろ」 

 

 

 

～～～～““““第第第第 26262626 回国民文化祭回国民文化祭回国民文化祭回国民文化祭・・・・京都京都京都京都 2011201120112011””””    

            「「「「シルクファッションフェスティバルシルクファッションフェスティバルシルクファッションフェスティバルシルクファッションフェスティバル」」」」開催開催開催開催にににに向向向向けけけけ～～～～    
 

国内最大の文化祭典である「国民文化祭」が、平成

23年度、京都府を会場に開催されます。 

これにあたり、京丹後市では、まちの特徴的な文化

にちなんだ三つの事業が予定されています。その一つ

として、“絹織物の産地として長い歴史と文化を持つ絹

のふるさと京丹後市”をモチーフに、「シルクファッシ

ョンフェスティバル」を開催します。内容については、

シルクに関するファッションショーほか、シンポジウ

ムや展示会などを予定しており、地元の織物や和装関

係者ならびにシルクに親しみのある方々などが一堂に会し、丹後から全国に向

け、シルク文化やシルクの魅力・可能性を発信したいと考えています。 

また、このイベントが、シルクのまちづくり市区町村協議会の活動目的とも

なっている、シルク関連産業の活性化やシルクに関する文化・歴史を活かした

まちづくりのヒントを得る機会になればと考えています。この機会にぜひ、全

国から多くの方々にお越しいただけますと幸いです。 

 

フェスティバル本番を一年後に控え、今年はプレイベントとして、「そで振れ

翔け“京丹後美人”ふろしき＆きものショー」を 11月 7日（日）に開催。子ど

もから大人への通過儀礼（成長の節目にあたる祝いの行事）や着物のコーディ

ネートをテーマとした市民参加によるファッションショーほか、「ふろしき染色

体験」などの催しが行われ、多くの来場者で賑わいました。  

 

▼きものショー             ▼ふろしき染色体験コーナー 

産地の取り組み紹介② 
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 京丹後市を含む丹後地方には、伝統的なシルク文化と歴史的な生産基盤があ

ります。京丹後市では、それらを守り継いでいくため、また、景気動向や産業

構造に経営を委ねない事業や取り組みを推進するために、平成21年度から帝人

グループと連携し、植物由来で環境にやさしい新開発繊維（バイオフロント）

と、本市地元企業の伝統技術を融合した新製品の開発プロジェクト「バイオフ

ァイバー活用型丹後ちりめん新展開事業」に取り組んできました。 

 以下、この事業から発展した一連の流れをご紹介します。 

 

【「【「【「【「エコプロダクツエコプロダクツエコプロダクツエコプロダクツ2009200920092009」」」」にににに帝帝帝帝人人人人ととととコラボコラボコラボコラボ出展出展出展出展】】】】    

 平成21年12月9日、東京国際展示場で開催

された日本最大級の環境展示会「エコプロ

ダクツ2009」に、帝人グループと新製品開

発に取り組んだ繊維企業がコラボブースを

出展。バイオ繊維を使って生産した、生活

関連製品などをＰＲしました。約2,000人の

かたがブースを訪れ、業者間では約130社と

の名刺交換や商談が行われました。 

 

【【【【上海万博上海万博上海万博上海万博でででで「「「「丹後丹後丹後丹後ちりめんちりめんちりめんちりめん」」」」ををををＰＲ】ＰＲ】ＰＲ】ＰＲ】    

「丹後ちりめん」と帝人グループが開発したバイオ繊

維を融合させ製品化した着物が、キッコーマン株式会社

が上海万博日本産業館に出店する料亭「紫 MURASAKI」の

ユニフォームに採用されました。日本の伝統文化と環境

配慮が融合した魅力的なファブリックを世界に向けてア

ピールすることができ、社会的認知度の向上と今後のＰ

Ｒ効果が期待されます。 

 

【【【【ＡＰＥＣＡＰＥＣＡＰＥＣＡＰＥＣ首脳夫人首脳夫人首脳夫人首脳夫人にににに「「「「丹後丹後丹後丹後ちりめんちりめんちりめんちりめん」」」」ののののガウンドレスガウンドレスガウンドレスガウンドレスをををを進呈進呈進呈進呈】】】】    

京丹後市と帝人グループならびに

有名ファッションデザイナー（コシノ

ヒロコさん）が共同製作した丹後ちり

めんのガウンドレスが、平成 22 年 11

月に開催された「APEC JAPAN 2010」

の中で、各国・地域の首脳夫人に進呈

されました。上海万博の話題とあわせ、

丹後ちりめんの認知度の向上と今後

のＰＲ効果が期待されます。 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    京丹後市商工振興課京丹後市商工振興課京丹後市商工振興課京丹後市商工振興課    ℡℡℡℡：：：：0772077207720772----69696969----0440044004400440    

トピックス （産地の動き） 



⑴面積 107.04㎢（平21.10.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

25,593 24,906 24,481
26.8%65歳以上人口比率（17国調）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲丹後ちりめん
　しかしながら、現在においても国内で生産されている和装生地の７割を生産し
ており、織物業が地域住民にとって重要な産業であることには変わりありませ
ん。着物文化の継承と需要の喚起を促すために、産地の関係機関が一体となっ
て取組んでいる「着る機会づくり事業（ゆかた・着物の楽しむ日、月間の実施）」を
はじめ業界では織技術を活かしたシルクの服地や小物等の商品開発、販路開
拓事業など織物業の活性化に向けての取組みがされています。

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
28,008

2
次

区
分

35国調 12国調 17国調

就業人口
17国調

就業人口
45国調

平21.3.31住基
1
次

5,798 8,020 8,326 8,962
63.8%

571人
4.9%
5,392人
41.4%

2,165人
12.6%
11,022人

7,001人
53.7%
13,036人

3
次

　京都府の北部、日本海側に面した丹後半
島一帯のこの地域は丹後地方といい、古く
から絹織物の生産が行われてきました。
　現在の丹後ちりめんが生産されるように
なったのは今から290年前で、最盛期の昭
和48年には年間の生産量が1000万反にも
達し、地域経済は活況を呈しました。しか
し、以降は経済や生活様式の変化等より、
織物業をとりまく状況は大きく変わり、生産
量については減少の一途をたどっていま
す。

23.6%
17,287人

平18.3.1合併（町制施行）
　加悦町　岩滝町　野田川町

4,083人

　　　　概要概要概要概要

与謝野町字岩滝1798-1
〒629-2292☎0772-46-3001
http://www.town.yosano.lg.jp

京都府与謝野京都府与謝野京都府与謝野京都府与謝野町町町町

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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道市」や模擬店が多数軒を連
ね、その様子はまさに丹後ち
りめんを京都へ運び栄えた当
時のにぎわいそのもの。この
日は、小雨が降るあいにくの
空模様にもかかわず、約
4,300 人が訪れ、一帯はにぎ

わいを見せました。　着物で
の来場者には当日街道内で
使用できる優待券のプレゼン
トや着付けコーナーが設置さ
れたこともあり、艶やかな振り
袖や上品な訪問着で訪れる
人の姿がたくさん見られ、イ
ベントに華を添えていました。
また今年は、来年秋に開催さ
れる「岩滝大名行列」が特別
参加。黒い衣装に身を包んだ
岩滝大名行列保存会のメン
バーら40人が奴（やっこ）に扮

し、「下に～、下に」のかけ声
とともに独特の足使いで街道
を練り歩きました。道中、長さ
約５ｍの先端に毛のついた槍
を掲げてポーズを決めたり、
投げ渡したりする「所作」が披
露されると、沿道の見物客は
拍手喝采。後列には太田貴
美町長を乗せた「御籠」も続
き、行列を彩っていました。

丹後きものクイーンらによる「きものパレード」。
３人の後ろに続く女の子のかわいらしい着物姿も印象的でした

街 道沿いには、ちり

めん小物や特産品

を展示・販売する

ＰＨＯＴＯＰＨＯＴＯＰＨＯＴＯＰＨＯＴＯ

ＴＯＰＩＣＳＴＯＰＩＣＳＴＯＰＩＣＳＴＯＰＩＣＳ
ちりめん街道

まるごとミュージアム

華やぐ、ちりめん街道。
艶やかな着物姿と
大名行列が練り歩く。

国の重要伝統的建造物群保存地区に
選定されているちりめん街道一帯を舞台に、
恒例の「ちりめん街道まるごとミュージアム」が
10月24日、開催されました。

１.「対槍」役の奴が槍を投げ渡しする所作は圧巻。多くの見物客が取り囲み、

盛んにシャッターを切っていました　２. 着物姿がイベントに彩りを添えました

３. 大名行列の先方で、酒と博打に溺れる駄荷（だに）を演じる人たち。大名、

供揃えの荷運びを務めます　４.10月22日と23日には前夜祭として街道沿い

に露地行灯が点灯。灯された明かりで一帯は幻想的な雰囲気に

岩滝大名行列

天保６年（1835 年）、岩滝の

蒲田久兵衛が出石藩から用
具を買い受け、祭典用として
村に寄贈したことから始まっ
たといわれています。前回の
開催は平成13年、与謝野町

誕生後初の開催は平成23年

秋の予定です。

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】　　　　与謝野町商工観光課与謝野町商工観光課与謝野町商工観光課与謝野町商工観光課　　　　℡℡℡℡：：：：0772-46-32690772-46-32690772-46-32690772-46-3269
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⑴面積 514.79㎢（平16.4.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

　その一大中心地、西予市野村町に平成６
年養蚕、蚕糸業の歴史文化を後世に伝える
ことを目的とした「野村シルク博物館」が開
館しました。さらに博物館に併設した施設で
は、座繰りによる製糸から織りまでが一貫し
て学べる染織技術養成講座、通称「織姫講
座」が現在１４期生を迎え、延べ１００名に至
る卒業生を送り出しています。

31.0%
32,216人

平16.4.1合併（市制施行）
　明浜町　宇和町　野村町　城川町　三瓶町

9,990人

西予市は県の西南部に位置し、かっては、
県内でも有数の養蚕地帯でした。西予市に
端を発し伊予灘に注ぐ肱川流域は良質の生
糸「伊予糸」の産地として、全国に聞こえて
いました。

11,845人
56.0%
21,120人

16,654人
51.7%
5,572人
17.3%

4,801人
23.0%
4,474人
21.0%

就業人口
17国調

就業人口
45国調

区
分
1
次

3
次

2
次

平22.3.31住基
17,518 17,440 17,529 18,569

65歳以上人口比率（17国調）

35国調 12国調 17国調

　　繰糸場では多条繰糸機による生繰り低速繰糸による「伊予糸」が、生産され
高級織物用生糸として京都などに出荷されています。又２０年に一度行われる伊
勢神宮式年遷宮の御用生糸生産の使命を担い、西予市１１戸の養蚕農家ととも
に残された「伊予糸」の伝統を市一体となり守っています。平成２３年度産以降の
生糸メカニズムの変化など国産繭によるシルクが歴史的な過渡期をむかえてい
る現在、「シルクの町」として、良質の「伊予糸」を受け継ぎ、さらに新たな世代に
引き継ぐ役割をも果たすべく気持ちを新たにしています。

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基
79,525 47,217 44,948 43,456

36.1%

　　　　概要概要概要概要

西予市宇和町卯之町3丁目434-1

〒797-8501☎0894-62-1111

http://www.city.seiyo.ehime.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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⑴面積 547.06㎢ （平22.6.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

　大島紬の工程は、大きく分けて３０数工程あり、図案に始まり織りあがるまで半
年近くかかり、１つ１つの工程が、非常に複雑で高度な熟練した技術が要求され
ます。長い歴史の中で商品や技術開発がすすみ、その結果、緻密な絣模様や、
軽くて、暖かく、しなやかで、着くずれしないなどの数々の特徴が生まれ、また現
在、大島紬は伝統的な泥大島や、泥藍大島といったものから、色大島や白大島
と、今では、色・柄・風合いなど豊かなバリエーションをもっています。これにより、
着用範囲も広がりおしゃれ着としての気軽な外出着としてだけでなく、お茶会や
成人式・結婚式にと色々な場面で着られるようになっています。
　しかし、近年では生活様式の変化や和装離れなどから、生産反数、生産金額と
もにピーク時の25分の1以下になってしまいました。この局面を打開するために、
産地組合を中心に販路開拓を行い、洋装・インテリア・小物などの新商品開発に
取り組んでいます。

35国調 12国調 17国調 平22.10.1住基
334,643 601,693 604,367 606,911

18.8%65歳以上人口比率（17国調）

35国調 12国調 17国調 平22.10.1住基
86,524 246,955 255,276 267,308

区
分
1
次

3
次

2
次 17.0%

就業人口
17国調

就業人口
45国調

222,690人
80.6%
276,266人

12,921人
7.2%
43,401人
24.3%

4,856人
1.8%
46,879人

　本場大島紬は、1,300年の歴史と伝統を誇
る鹿児島県を代表する織物です。
　鹿児島では、奈良時代以前から養蚕が行
われ、手紡糸で紬が生産され、その染色方
法も天智天皇（661年）の時代からの古代植
物染色の技法であり、現在車輪梅染（テー
チ木）及び藍染として伝えられています。本
場大島紬は、経緯の細かい絣（かすり）糸が
地模様をつくっており、世界に類をみない独
特の精緻なこの絣模様が特徴的です。

68.5%
178,549人

平16.11.1合併
　鹿児島市　吉田町　桜島町　喜入町
松元町　郡山町

122,227人

鹿児島市山下町11番1号
〒892-8677☎099-224-1111
http://www.city.kagoshima.lg.jp/

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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●目的 

鹿児島を代表する伝統的工芸品である「本場大島紬」は、多くの生産従事

者を抱える基幹的な地場産業です。 

  そこで多くの市民や観光客が訪れる中心市街地において、昨年９月本場大

島紬のアンテナショップを設

置いたしました。日常的かつ継

続的に本場大島紬に関する情

報発信を行うことにより、本場

大島紬の消費拡大につなげ、業

界全体の活性化を図っていま

す。 

 また、消費者の反応を調査す

ることで、新商品開発等に役立

てています。 

織姫館の運営を委託され 

ている本場大島紬織物協同組合では、毎月第３土曜日を「紬の日」として設定

し、イベントを今年７月から実施しています。島唄を BGMに本場大島紬クィ

ーンと県内のミスなどによる本場大島紬ストリートファションショーや紬小

物ワークショップなどの内容となっています。 

 

●内 容 

  場   所 鹿児島市東千石町８－２６ タカダビル１階 

開館時間等 １０時～２０時（12/31～1/2 を除き、年中無休） 

・本場大島紬商品の紹介展示・販売 

（着物、洋装、小物、アクセサリー など） 

・大島紬を着用した常駐スタッフによる 

案内、説明 

・着物相談、着付け直し、購入希望者への  

販売先等紹介 など 

 

 

 

    

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    鹿児島市企業振興課鹿児島市企業振興課鹿児島市企業振興課鹿児島市企業振興課    ℡℡℡℡：：：：099099099099----216216216216----1323132313231323    

                                            織姫館織姫館織姫館織姫館                            ℡℡℡℡：：：：099099099099----216216216216----9188918891889188    

ファッションショー22.7.17 

本場大島紬アンテナショップ 織姫館 

織姫館店内 



⑴面積 306.52㎢（平21.10.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

35国調 12国調 17国調

51,898 49,617 47,022
23.6%65歳以上人口比率（17国調）

　本場奄美大島紬は，永年にわたり地域経済を支えてきた本市の代表産業であ
る。近年においては，生活様式の洋風化による和装需要の低迷等により厳しい
状況にあるが，従来どおりの和装用反物を中心に，ネクタイ・バッグ・アクセサ
リー等の小物加工やスーツ等の洋装化への推進や他産地とのコラボレーション
催事を開催してブランド訴求も行っている。

57,455

2
次

平22.3.31住基
14,290 20,908 20,792

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基

23,527

就業人口
17国調

就業人口
45国調

区
分
1
次

2,698人
10.4%
12,921人
50.0%

1,056人
4.9%
3,968人
18.3%

　亜熱帯性気候の無霜地域で年中桑の葉
が茂り養蚕に適地のため，奄美における養
蚕の歴史は古く，西暦７００年頃絹の布を織
り始めた。明治２８年に真綿手紬糸から練玉
糸に，また，大正１０年からは本絹糸に代わ
り現代に至っている。本来，紬というのは真
綿糸から紡いだ紬糸で織った絹布のことで，
現在の大島紬を紬と呼ぶのは妥当ではない
が，過去に紬糸を使用した大島紬が固有名
詞として消費者に浸透していたため，古来
の名称がそのまま受け継がれている。

39.6%
25,846人

平18.3.20合併（市制施行）
　名瀬市　住用村　笠利町

10,227人

▲本場奄美大島紬

16,655人
76.8%
21,679人

3
次

　　　　概要概要概要概要

奄美市名瀬幸町25番8号
〒894-8555☎0997-52-1111
http://www.city.amami.lg.jp/

鹿児島県奄美市鹿児島県奄美市鹿児島県奄美市鹿児島県奄美市

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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 １月５日は紬の日 

 島の誇り―本場奄美大島紬―の産地である奄美市では，昭和５３年に１月５

日を「紬の日」に制定し，毎年イベントを行っています。 

 「紬の日」は，産地の人々がこぞって紬を着用することにより，「紬の薫りの

する街」を作り，島内外に本場奄美大島紬の良さをＰＲしようという取り組み

です。 

 紬の日に合わせて行われる成人式でも本場奄美大島紬の着用者が多く，奄美

ならではの紬姿の成人式はすっかり定着しています。祖母の手織りの紬や，両

親から受け継いだ紬，新作の紬，それぞれのこだわりの紬を着け，最近では，

紬の振袖姿や男性の紬姿も増えて会場には紬の華が咲き誇ります。 

 紬の日のつどいでは，シマ唄ライブの他，新成人や小さいお子さんからおじ

いちゃんおばあちゃんまで様々な年齢の方がモデルになった，手作りの紬ショ

ーなどを行っています。少し恥ずかしげな表情や堂々としたウォーキング，参

加する人も見る人もホットな気持ちになり，会場は和やかな雰囲気に包まれま

す。 

 一本の糸から，たくさんの人の手仕事を経て織り上げられる本場奄美大島紬。

島の人が紬に親しみ，紬の良さを語れるようこれからも紬の日の取り組みを続

けていきます。 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    奄美市紬観光課奄美市紬観光課奄美市紬観光課奄美市紬観光課    ℡℡℡℡：：：：0997099709970997----52525252----1111111111111111（（（（内線内線内線内線 1435143514351435））））    



⑴面積 82.07㎢ （平18.1.1）
⑵人口 （人）

⑸産業構造

⑶世帯数

⑷沿革

計

1,767人
71.9%
2,458人

3
次

　大島紬の歴史は古く、その起源は1300年以
前にさかのぼり、わが国染色織物の最も古い
伝統をもつものといわれている。大島紬の古代
染色技術と民芸品的古典の渋味は高く評価さ
れ、今日では文化的貴重な織物となっている。
　初期の大島紬は、真綿を手でつむいだ紬糸
を縦、横ともにつかい、無地や縞を織る技術と
しては、いたって未熟なものであった。明治の
文明開化と同時に技術の改善もすすみ、明治
時代には藍、松実、ヒルギ、テーチ木などの煮

16.3%
3,264人

昭50.2.10
　町制施行

530人

2,041人
62.5%

156人
6.3%
535人
21.8%

区
分
1
次

693人
21.2%

就業人口
17国調

就業人口
45要覧

35国調 12国調 17国調 平22.3.31住基

35国調 12国調 17国調

をとりその染料を使った染めじまから絣を織るようになり、染色もテーチ木と泥染
で濃く染め、大島紬の名で広く売りだされるようになった。大正末期までは、黒茶
地の絣が代表的で大半を占め、この時代になって大島紬の最盛期を迎えるよう
になった。
　その後、戦時中衰微したが、昭和２８年の祖国復帰後は、復興、振興事業によ
る産業開発整備もすすみ、業界も活況をみせはじめた。昭和３１年には泥藍染、
絣の藍の抜染技術に続き、多色の大島紬の研究にも成功し、時代に即した模様
柄の生産が可能になった。
　需要も伸びて本町の基幹産業として、重要な地位を確立するに至っているが、
近年の和装需要の低迷など大島紬をとりまく環境が厳しさを増すなか、この局面
を乗り切るために伝統技術を活かした新しい製品の開発などにも取り組んでい
ます。

2
次

平22.3.31住基
2,065 2,260 2,365 2,896

6,002 6,002 6,166
29.6%65歳以上人口比率（17国調）

8,342

　　　　概要概要概要概要

鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
〒894-0192☎0997-62-3111
http://www.minc.ne.jp

鹿児島県龍郷町鹿児島県龍郷町鹿児島県龍郷町鹿児島県龍郷町

　　　　シルクシルクシルクシルク事情事情事情事情
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大島紬大島紬大島紬大島紬をををを使使使使ったったったった新特産品開発新特産品開発新特産品開発新特産品開発のののの調査調査調査調査・・・・研究研究研究研究    

    

【【【【龍郷町商工会龍郷町商工会龍郷町商工会龍郷町商工会】】】】    
龍郷町商工会は、全国商工会連合会の受託事業として、「大島紬をつかった新特

産品開発」の事業に取組んでいます。平成 22年度においては、新特産品を産む

ための準備として、高級服飾雑貨の市場動向の調査や流通現場の調査を行って

おります。 

7 月には大手百貨店（流通現場）・和装デザイナーのショップへの視察研修、8

月には前述の和装デザイナーを奄美に招いての講習会、11 月にも百貨店や織物

の先進地である京都への視察など、積極的に先進地を調査しました。 

 

右の写真は、和装デザイナーを招 

いての講習会の模様です。 

若い人が親しみにくくなった和装 

を、ファッショナブルに、かつ簡 

単に着付け出来るようなデザイン 

を提供しているデザイナーにより、 

「今、求められる着物像」を講習 

していただきました。 

長年、都会で和装業界の第一線を 

頑張っている方の考え方は非常に 

衝撃的なものでした。 

 

流通現場の視察として、２度の東西の百貨店への調査を行いました。7月は東京

の百貨店に出向き、主に呉服・和装部門の市場動向を調査しました。 

担当の方より、「和装の需要の落ち込みは確かな事だが、購買意欲自体が無くな

っているわけではない。確かなモノづくりをしていただければ、良い商品は売

れる」という話を聞いて、商品開発の意欲が湧きました。 

 

右の写真は、11月に視察した神戸 

百貨店での模様です。この時の視 

察のテーマは「大島紬を使った小 

物」でしたので、豊岡鞄の展示コ 

ーナーを視察しました。日本が誇 

る鞄産地だけあって、様々なニー 

ズに対応出来る商品が揃い、かつ、 

産地としての商品づくりの取組み 

が非常に参考になりました。大島 

紬を使い、コラボの商品が作れな 

いか、検討したいと考えています。 

 

伝統的な織物である大島紬を使い、新特産品を生み出す事は容易ではありませ

ん。しかし、伝統を守らなければならない反面、時代のニーズに合う商品を開

発し、大島紬の伝統を守るのも重要な使命であると考えます。今年度の調査研

究事業を活かして、魅力有る商品を開発出来れば、と考えています。 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    龍郷町産業振興龍郷町産業振興龍郷町産業振興龍郷町産業振興課課課課    ℡℡℡℡：：：：0997099709970997----62626262----3111311131113111    
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シルクシルクシルクシルクのまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり市区町村協議会市区町村協議会市区町村協議会市区町村協議会・・・・構成構成構成構成団体等一覧団体等一覧団体等一覧団体等一覧    
 

（平成 22 年 9 月 30 日現在） 
■会員（２５団体） 

1 山形県鶴岡市 10 新潟県小千谷市 19 京都府宮津市 
2 山形県長井市 11 新潟県南魚沼市 20 京都府京丹後市 
3 山形県白鷹町 12 石川県金沢市 21 京都府与謝野町 
4 福島県川俣町 13 山梨県富士吉田市 22 愛媛県西予市 
5 茨城県結城市 14 山梨県西桂町 23 鹿児島県鹿児島市 
6 栃木県足利市 15 長野県岡谷市 24 鹿児島県奄美市 
7 群馬県富岡市 16 長野県駒ヶ根市 25 鹿児島県龍郷町 
8 東京都新宿区 17 滋賀県長浜市   
9 新潟県十日町市 18 京都府京都市   

 ◇役員 
  会 長 京都府京丹後市（市長 中山 泰） 
  副会長 山形県鶴岡市・福島県川俣町・群馬県富岡市・石川県金沢市・長野県岡谷市・

京都府与謝野町・愛媛県西予市 
  監 事 山梨県西桂町・京都府宮津市 
 
■特別会員[オブザーバー]（５名） 

農林水産省生産局生産流通振興課特産農産物対策室長 
経済産業省製造産業局繊維課長 
経済産業省製造産業局伝統的工芸品産業室長 
経済産業省製造産業局デザイン・人間生活システム政策室長 
経済産業省中小企業庁経営支援部新事業促進課長 

 
■顧問（９名） 
   ◎ファッションジャーナリスト 

清水 早苗氏 ジャーナリスト／クリエイティブ・ディレクター 
  ◎クリエーションコーディネーター 

松田 正夫氏 （独）中小企業基盤整備機構近畿支部近畿支援事務局 
 プロジェクトマネージャー 

岡田 茂樹氏 日本ファッションプロダクト協会 代表理事 
  ◎テキスタイルデザイナー 

須藤 玲子氏 株式会社布取締役 
酒井 美和子氏 （有）ＧＢカンパニー代表取締役 
福井 健二氏 K.FUKUI PERSONAL OFFICE&EA 主宰 
永森 達昌氏 オフィス・ナガモリ代表 

  ◎和装 
早坂 伊織氏 着物伝承家 
笹島 寿美氏 着装コーディネーター・帯研究家 

 
■協賛団体（２４団体） 
 ◎蚕糸団体 

  （財）大日本蚕糸会・（社）日本生糸問屋協会・中央蚕糸協会・碓氷製糸農業協同組合 
◎産地織物組合 

鶴岡織物工業協同組合・福島県絹人繊織物構造改善工業組合・小千谷織物同業協同組合・山梨
県絹人繊織物工業組合・滋賀県絹人繊織物工業組合・丹後織物工業組合・本場大島紬織物協同
組合・本場奄美大島紬協同組合 

◎絹業団体 
  （社）日本絹業協会・全国染色協同組合連合会・全国染織連合会・京友禅協同組合連合会・京都工

芸染匠協同組合・日本織物中央卸商業組合連合会・(社)全日本きもの振興会・（社）全日本きもの
コンサルタント協会・(財)シルクセンター国際貿易観光会館（シルク博物館）・東京ネクタイ協同組
合・日本繊維輸入組合・新宿区染色協議会 
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シルクシルクシルクシルクのまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり市市市市区区区区町村協議会町村協議会町村協議会町村協議会のののの設立設立設立設立趣旨趣旨趣旨趣旨    
 

古来よりわが国に伝わる尊い宝、絹。 
絹を用いる産業、すなわちシルク産業は、地域経済の中で重

要な役割を果たし、地域の生活や風土に根付いた産業として
我々の地域とともに発展してきました。同時に、悠久の歴史の
中でこれら産業が培った技術により生み出される製品は、地域
文化を育むと同時に、わが国文化の根幹に大きく関わり、地域
の価値や日本の品格を伝えるものとして、産業・文化の両面で
貢献しています。 
 ところが、社会・生活環境が急激に変化する中で、現在では
資源の枯渇化や人材の不足、市場の縮小による需要減少など、
地域のシルク産業の発展に支障が生じているとともに、近代
化・平準化の中でわが国固有の誇りある文化の風化が危惧され
ているところです。 

一般的に、シルク製品は、養蚕、製糸、織物、染色など多段
階の工程の中で、それぞれに長年にわたって極められた究極の
技術が、完璧なまでに調和され完成されます。またそのものづ
くりは、技術者同士の厚い信頼と連携の上に成り立ち、日本が
誇るものづくりの原点ともなっています。さらに、世界におい
てもシルクは、かつてシルクロードという長大な交易ルートを
創造し、産業を活性化するとともに東西文化の交流を育んでき
ています。すなわちシルクは、単なる繊維素材ではなく、歴史
的にも経済社会の様々な断面を相互に発展に導く共通のきずな
であり、今後においてもシルクを通じた「連携」「国際展開」
「産業活性化」「文化交流」などによって、様々な分野の未来
に多くの示唆と可能性を与えてくれるものであると確信します。 

こうしたシルクの持つ意味を改めて認識し、シルクに関連す
る産業、またはシルクに関係する歴史・文化を持つ市区町村が
連携し、「シルク産業の活性化」や「シルク文化を活用した魅
力ある地域づくり」など、シルクの意味を活用して新たな展望
を切り開くため、「シルクのまちづくり市区町村協議会」を設
立します。 

 
平成２２年１月２６日 
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平成平成平成平成 22222222 年度年度年度年度    シルクシルクシルクシルクのまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり市市市市区区区区町村協議会町村協議会町村協議会町村協議会・・・・事業計画事業計画事業計画事業計画    

（平成２２年１月２６日～平成２３年３月３１日） 
  

 シルクのまちづくり市区町村協議会は、シルク産業が国内そ

れぞれの地域において育んできた智恵を将来へ引継ぎ、またシ

ルク文化を活用することによって魅力ある地域を築いていく

ため、シルク産業の活性化及びシルク文化の振興に向けて積極

的に事業を展開する。 

 活動初年度にあたる２２年度事業は、以下の事業を行う。 

 
①会員相互の連携強化のためのシルク産業・シルク文化に関する諸問題の共有の

ため総会、幹事会の開催 

②協議会ホームページを開設し、政策提言に向けた課題等研究結果を掲載 

③会員・顧問・協賛団体向けメールマガジンの発行 

④情報誌の発行 

⑤会員、顧問、協賛団体の組織拡大 

 

事業項目 事業内容 

（1）シルク産業の活性化及びシルク

文化の振興に向けた政策研究及び

これに関連する課題等の研究 

（2）シルク産業・シルク文化に関す

る政策提言 

（3）シルク産業・シルク文化の魅力

の積極的啓発 

（4）会員相互の交流、支援、連携等

を図るための活動 

（5）その他目的を達成するために必

要な活動 

①総会、幹事会の開催 

②協議会ホームページの開設 

③メールマガジンの発行（随時） 

④情報誌の発行（年４回発行） 

※国・自治体の支援制度、シルク関連

産業の業況、産地紹介、デザイナー

紹介、学校紹介、学術・技術等紹介、

先進的事例紹介など。行政関係者や

事業者はもとより、一般消費者にも

受け入れられる情報誌の作成 

⑤会員、顧問、協賛団体の組織拡大 

 

 

 

 

 

 

 
 



 60 

シルクシルクシルクシルクのまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり市区町村協議会規約市区町村協議会規約市区町村協議会規約市区町村協議会規約    

（名称） 

第 1 条 本会は、シルクのまちづくり市区町村協議会（以下「協議会」という。）

という。 

 

（目的） 

第 2 条 協議会は、参加する市区町村が、シルク産業・シルク文化に関する諸

課題を共有し、政策研究及び情報交換を行い、並びに会員相互の連携を図る

ことにより、まちづくりに関わる様々な諸問題に対して総合的に対応し、も

ってシルク産業の振興とシルク文化の活用による魅力ある地域づくりに寄与

することを目的とする。 

 

（事業） 

第 3 条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる活動を行う。   

（1）シルク産業の活性化及びシルク文化の振興に向けた政策研究及びこれに関

連する課題等の研究  

（2）シルク産業・シルク文化に関する政策提言 

（3）シルク産業・シルク文化の魅力の積極的啓発 

（4）会員相互の交流、支援、連携等を図るための活動  

（5）その他前条の目的を達成するために必要な活動 

 

（会員）  

第 4 条 協議会の会員は、第 2 条の目的に賛同する日本国内の市区町村をもっ

てその会員とする。 

 

（特別会員） 

第 5 条 協議会に、オブザーバーとして特別会員を置くことができる。   

2 特別会員は、会員が推薦する府省庁の担当課室長等をもって充てる。 

3 特別会員は、会長の求めに応じて、協議会の運営及び組織一般に関し、助言

を行う。 

 

（顧問） 

第 6 条 協議会に、顧問を置くことができる。 

2 顧問は、会員が推薦するシルク産業またはシルク文化に関わる学識経験者を

もって充てる。 

3 顧問は、会長の求めに応じて、協議会の事業に関し、助言および協力を行う。  
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（役員） 

第 7 条 協議会に次の役員を置く。 

 会  長 １名 

 副 会 長 若干名 

 監  事 若干名 

2 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

4 監事は、会計の監査にあたる。 

 

（役員の選任方法及び任期） 

第 8 条 会長は、次条に規定する総会において会員の互選により選出し、任期

は、次期総会において会長が選出されるまでの期間とする。 

2 副会長及び監事は、会員のうちから会長が指名する。 

3 補欠のために選任された者の任期は、その前任者の残任期間とする。 

 

（総会及び臨時会） 

第 9 条 総会及び臨時会は会員の 3 分の 1 以上の出席がなければ議事を開き決

議することができない。 

2 総会及び臨時会は、会長が招集し、会長が議長となる。 

3 総会は、年 1 回開催する。 

4 臨時会は、会長が必要と認めるときに開催する。 

 

（総会又は臨時会の議決方法） 

第 10 条 総会の決議は出席した会員の議決権の過半数をもって決し、可否同数の

ときは、会長がこれを決する。 

 

（協賛団体又は協賛者） 

第 11 条 協議会は、幅広い意見を聴取するため、第２条の目的に賛同する団体

又は個人を募り、協賛団体又は協賛者として登録する。 

２ 協賛団体又は協賛者は、協議会事業の推進に関し、可能な範囲で協力を行

う。 

 

（幹事及び幹事会） 

第 12 条 協議会に幹事を置く。 

2 幹事は、会員が任命する者をもって充てる。 

3 幹事会は、幹事で構成し、協議会活動に関して必要な連絡調整を行う。  

4 幹事会は、必要に応じて、会長が招集し、会長が指名する幹事を議長とする。 
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（経費） 

第 13 条 協議会の活動に要する費用は、寄附金その他の収入をもって充てる。 

 

（会計年度） 

第 14 条 会計年度は、毎年４月 1 日に始まり、翌年３月末日に終わるものとす

る。 

2 決算は、監事の審査に付し、その意見を付して直近の総会で承認を得るもの

とする。 

 

（事務局） 

第 15 条 事務局は、当分の間、京都府京丹後市役所内におく。 

 

（委任） 

第 16 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は会長

が定める。 

 

  附 則 

1 この規約は、平成 22 年 1 月 26 日から施行する。 

2 設立当初の会計年度は、第 14 条の規定にかかわらず、設立の日から平成 23

年３月末日までとする。 
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※各ページの詳細に関するお問い合わせは、各ページの最後に掲載する問い合わせ先までお願いします。 

【【【【このこのこのこの情報誌情報誌情報誌情報誌にににに関関関関するおするおするおするお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    

シルクのまちづくり市区町村協議会事務局 

（京丹後市商工観光部商工振興課） 

〒629-3101 京都府京丹後市網野町網野 353 番地の 1 

TEL：0772-69-0440／FAX：0772-72-2030 

メール：info@silkroad-japan.org 

ホームページ：http://www.city.kyotango.kyoto.jp/silk/ 
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